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平成

25
年度

決
算
報
告

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
「
歳
入
６
０
７
億
円
」、「
歳
出
５
８
５
億
円
」

と
な
り
、
差
引
22
億
円
の
内
、
繰
越
財
源
の
18
億
円
を
除
い
た
実
質
収
支

額
は
５
億
円(

四
捨
五
入)

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■問
財
政
課
（
7
６
５-

６
５
０
６
）

市税
170億9,331万円(１億6,391万円減)

市民の皆さんからの市民税、固
定資産税、軽自動車税等

県支出金
33億515万円(1,444万円減)

県が特定の事務事業に対して交
付するお金

繰入金
３億2,405万円(３億732万円減)

各種基金から繰り入れるお金

地方交付税
178億1,019万円(１億3,287万円増)

人口や税収に応じて国から再配
分されるお金

市債
71億9,540万円(４億1,050万円増)

市が行う事業等の借金

分担金・使用料等
11億5,484万円(2,109万円減)

保育所や幼稚園の保育料、市営
住宅家賃など

国庫支出金
84億4,276万円(24億3,934万円増)

国が特定の事務事業に対して交
付するお金

地方譲与税等
19億2,536万円(5,034万円増)

国や県が徴収した税のうち、市
町村に配分されるお金

その他
34億6,651万円(２億3,077万円増)

諸収入、寄付金、財産収入、繰
越金

総務費
101億2,643万円(27億5,188万円増)

人権施策、庁舎管理、交通対策、
防犯対策、自治振興など

土木費
57億8,133万円(21億2,382万円増)

道路、公園、公営住宅等の整備
や除雪など

民生費
160億73万円(１億6,527万円増)

児童、高齢者、しょうがい者の
福祉推進など

消防費
17億1,705万円(３億6,423万円減)

消防・救急活動、水防や災害対
策、原子力対策など

衛生費
51億184万円(１億5,327万円増)

予防接種、母子保健、健康増進
やごみ、し尿の処理など

教育費
74億8,477万円(14億1,212万円減)

学校の管理運営や施設整備、生
涯学習の推進や文化財の保護等

歳
入
内
訳

歳入総額
607億1,757万円

対前年度比
27億5,706万円増

歳出総額
584億6,615万円

対前年度比
25億164万円増

歳
出
内
訳

労働費・商工費
・農林水産業費
31億5,931万円
(２億8,775万円増)

勤労者の福祉、商業・観光、
農林水産業の振興など

公債費
87億8,601万円
(12億2,216万円減)

これまでの施設整備
などのために借りた
お金の返済

議会費
２億8,252万円

(800万円減)

市議会の運営経費

災害復旧費
2,616万円

(皆増)

台風等の災害を受け
た箇所の復旧経費

※（ ）内の金額は、前年度との比較

歳入 歳出 

市税 
171億円 

総務費 
101億円 

地方交付税 
178億円 

民生費 
160億円 

衛生費 
51億円 

公債費 
88億円 

土木費 
58億円 

消防費 
17億円 

教育費 
75億円 

労働費・商工費・  
農林水産業費 31億円 

分担金・使用料等 
12億円 

国庫支出金 
84億円 

県支出金  
33億円 

地方譲与税等  
19億円 

繰入金  
３億円 

災害復旧費 
0.3億円 

議会費 
3億円 

その他  
35億円 

市債  
72億円 

一般会計特別会計

企業会計

市の会計 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

福祉、教育、道路整備など、市の基本となる事業を行うための会計 

水道など、民間企業と同じように利用料をもらってその利益で運営している会計 

国民健康保険、介護保険のように対象者が限られるなど、一般会計と区別する 
必要のある会計 

●市の会計区分について

国民健康保険

診療所

後期高齢者医療保険

介護保険

休日急患診療所

公共下水道

農業集落排水

簡易水道

区　分 歳　入 歳　出

病　院　事　業

木之本・高月水道事業
歳　　入

２億6,133万円
差引　△2,428万円

給水人口の減少、水需要の低迷のなか、引き続き厳しい経営
状況が続いています。
今後は、長浜水道企業団への事業統合(平成27年４月予定)の

なかで、さらなる経営の合理化、効率化を図っていきます。

歳　　出
２億8,561万円

歳　　入
122億781万円

差引　　　　△8,229万円
長浜病院は、入院収益が増収となりましたが、材料費が増加したことなどにより今年度も赤字で、湖北病院は、常勤の外科医師１人を確

保しましたが、看護師不足に伴う療養病棟の入院受入制限などにより収益が減少したため、今年度も赤字となりました。
今後とも地域の基幹的な公立医療機関としての使命を踏まえ、それぞれの病院の強みを発揮し弱みを補完できる体制を整備するとともに、
経営の安定化に向けて取り組んでいきます。

差引　　　　△7,539万円

歳　　出
122億9,010万円

歳　　入
22億2,206万円

歳　　出
22億9,745万円

長浜病院 湖北病院

差　引 特　徴

119億952万円

4億7,526万円

11億3,019万円

98億6,664万円

3,189万円

51億4,751万円

13億7,312万円

5億4,545万円

117億9,324万円

4億7,526万円

11億2,853万円

97億5,899万円

3,189万円

51億4,061万円

13億7,292万円

5億1,178万円

1億1,628万円

0円

166万円

1億765万円

0円

690万円

20万円

3,367万円

1人当たりの医療費は増えましたが、保険給付費
の伸び率が見込みを下回ったことにより、黒字
となりました。

患者数の減少とともに、診療所の運営は年々厳
しくなっています。繰越金、基金繰入金を除く
単年度収支は赤字となっており、より一層効率
的な運営に努めます。

後期高齢者医療制度は、市と滋賀県後期高齢者
医療広域連合が事務を分担して運営しており、
市は保険料の徴収事務等の業務を担っています。

保険給付金は前年度より増えました。差引額は、
国県支出金等の確定に伴う返還金の財源とする
ため繰越しました。

内科および小児科の初期救急医療を実施すると
ともに、市広報紙やチラシ等による啓発活動を
行うことで受診者数の増加を図り、総合病院の
負担を軽減しました。

使用料で汚水処理費の全額と資本費の一部を回
収しました。

修繕費や電気代の値上げなどによる管理経費の
増高分を一般会計繰入金で補てん。使用料で維
持管理費の全部が回収できず、依然として厳し
い状況です。

黒字となったものの、水道料金で維持管理費の
全額を回収することは困難でした。引き続き、
施設の統廃合等によるコスト削減と適正料金で
の使用者負担統一により、経営状況の改善に取
り組みます。

老人保健施設事業
歳　　入

４億3,135万円
差引　238万円

入所者・短期入所者・通所者延数が減少したものの、黒字となりました。
今後も、高齢化が進む湖北の介護ニーズに応えるべく、湖北病院、訪問

看護ステーションと連携を図り、日常生活の介護サービスを一体的に提供
していきます。

歳　　出
４億2,897万円
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長浜市の元気づくり

神照運動公園整備事業 ７億918万円

市民の健康と公
共の福祉を図るス
ポーツ・レクリエ
ーションの場とな
る市民プール(神照
町)の建設を進めま
した。

音楽でつながる地域クレッシェンド事業 432万円
北部地域を中心

に、市民との協働に
よる地域活性化と定
住化を促進するた
め、サマーミュージ
ックスクールや木之
本JAM BOXの開
催、ご当地ユニット
「Can'ce0浜姫」
による市の魅力のＰＲなど、音楽でつながる事業を展
開しました。

「交藝の郷・余呉」づくり　460万円

市民活動団体な
どと連携し、旧余
呉小学校を芸術や
創作活動の学舎と
して活用しながら、
北部地域の活性化
を図りました。

多文化共生事業　2,094万円
多文化共生のまち

づくりを推進するた
め、その指針に基づ
いた行動計画を策定
しました。また、外
国人集住都市会議の
座長都市を務め、関
係府省庁との意見調
整などを行いました。

環境にやさしい・住みよいまちづくり

長浜市再生可能エネルギー導入促進事業
4,204万円

市、家庭、企業、
地域や市民団体等
の取組みにより、
年間527.8万ｋW
ｈの再生可能エネ
ルギーを導入し、
年間目標(300万
kWh)を達成しま
した。

戦国の聖地・北近江創造事業(黒田官兵衛博覧会)_
3,022万円

黒田官兵衛博覧会
を開催して、黒田家
発祥の地を全国にＰ
Ｒするとともに、史
跡を案内するガイド
や巡回バスを運行す
ることで、滞在時間
の延長や宿泊客を増
やしました。

市民参加の里山づくり事業　701万円
虎御前山に里山

モデル林を設置し、
里山での森づくり
講座の開催や森づ
くり団体に貸し出
し用の機械・器具
等を整備し、市内
全域の里山保全に
取り組みました。

観光イベント開催事業　5,038万円

盆梅展、花火大会、あっ
ぱれ祭り等の魅力あるイベ
ントを開催し、観光客の誘
客を図りました。

観音文化振興事業　1,873万円
観音の里の魅力を

全国に発信する東京
観音展や瀬戸内寂聴
講演会を通じて、市
民に観音文化の魅力
を伝え、文化振興と
都市ブランドの育成
を図りました。

簡易水道統合事業　３億179万円

地域水道ビジョ
ンに基づき、安全
な水質の確保と安
定供給、老朽した
施設を更新するた
めの工事を進めま
した。

南田附神前線整備事業　１億1,847万円

市東部と、市西
部に位置する中心
市街地とを結ぶ重
要な路線として整
備しました。

奥びわ湖桜並木保全事業　284万円
西浅井地域の桜並木約

3,000本を「てんぐす病」
から守り、自然環境の保
全と地域ブランド化を図
るため、奥琵琶湖パーク
ウェイから湖岸にかけて
約280本の病枝の切除な
どを行い、まん延防止を
図りました。

スポーツイベント開催事業　959万円
生きがいづくり

とスポーツへの関
心を高め、市民ス
ポーツの振興を図
るため、各種大規
模スポーツイベン
トを開催しました。

平成25年度はこんなことに取り組みました

健
全
化
判
断
比
率

財
政
状
況
を
判
断
す
る
５
つ
の
指
標

すべての項目でクリア
自治体の財政が健全かどうかは下表5～9の指標で判断します。
本市の平成25年度決算に基づく健全化判断比率は、すべての指標において基準をクリアして

います。
ただし、基準をクリアすれば問題がないわけではなく、他の財政指標も含めて総合的に財政

状況を分析していく必要があります。
また、市町合併による普通交付税の特例措置期間が終了する平成33年度以降は指標が悪化す

ることも十分考えられるため、さらなる健全化を進めていきます。

5実質赤字比率

6連結実質赤字比率

7実質公債費比率

8将来負担比率

9資金不足比率

指　標 解　説 長浜市 県内平均 早期健全化基準※

財政規模に対する一般会計を対象とした
赤字の割合

財政規模に対する一般会計、特別会計、
企業会計すべての会計の赤字の割合

財政規模に対する年間の借金返済額の割
合。これが高いのは借金返済に縛られて
いることを意味します。
財政規模に対する将来負担が見込まれる
負債の割合。これが高いと、今後の財政
運営に問題が出る可能性が高くなります。

公営企業ごとの事業規模に対する資金不
足額の割合

赤字なし

赤字なし

11.1%

なし

なし

赤字団体なし

赤字団体なし

9.5%

23.2%

11.56%

16.56%

25.0%

350.0%

※ この基準をこえると、財政再建のための計画をつくり、立て直しに取り組む必要があります。
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子ども・子育て

小中学校整備事業　19億8,012万円
児童・生徒が安

全に安心して学校
生活を送れるよう、
各小・中学校にエ
アコンや防犯カメ
ラを設置したほか、
グラウンド・プー
ル・体育館の改修
などを行いました。

長浜市子育て憲章推進事業　18万円
大人の子育ての

よりどころとする
とともに、子ども
たちに生き方の指
針を示す「長浜子
どものちかい」「長
浜子育て憲章」を
策定しました。

医療・健康づくり

保健福祉複合施設整備事業
７億2,265万円

保健センターと、
しょうがい児(者)
支援施設を一体化
し、「ながはまウェ
ルセンター」を新
たに整備しました。

山間へき地医療体制推進事業
374万円

「長浜市の山間へき地
医療を考える協議会」を
設置し、市北部の地域医
療の充実や西浅井国保直
営診療所の指定管理者制
度の導入など、持続可能
な医療体制の確保につい
て検討しました。

放課後児童クラブ運営事業 １億884万円
保護者が就労等に

より、昼間家庭にい
ない児童を対象に、
放課後や小学校の長
期休業中等に適切な
遊びや生活の場を提
供し、児童の健全育
成を図りました。

高月支所大規模改修事業　9,876万円

高月支所の一部
を子育て支援セン
ター(あいあいらん
ど)およびこども療
育センター(いちご
園)として整備しま
した。

予防接種事業　２億5,513万円

感染症の発生およ
びまん延の予防に努
め、公衆衛生の向上
を図りました。

健康増進がん検診事業　4,989万円
がんの予防・早

期発見をめざし、
胃・大腸・子宮・
乳房や肺のがん検
診を実施しました。
また、各種啓発活
動に取り組み、市
民の健康意識の高
揚を図りました。

地域経済・雇用対策

長浜駅周辺整備事業　１億2,573万円
長浜駅周辺に必要

な都市機能を強化し、
市の玄関口にふさわ
しい魅力的な駅前空
間を創出するため、
駅南地区の再開発事
業への補助や駅東地
区の再整備に関する
取り組みに着手しま
した。

地域経済活性化対策事業　6,521万円
地域経済活性化の

ため、市内中小企業
が行う新事業創出や
市場化の取組みなど
を支援しました。ま
た、市内本店業者か
ら住宅を新築（購入）
した人や市外から転
入した人の住宅改修
に対し補助しました。

有害鳥獣対策事業　6,135万円
野生鳥獣による

農林水産物被害を
軽減するため、自
治会等が行う防護
柵やネット、捕獲
用檻などの設置等
に対し補助を行い
ました。

雇用対策事業　379万円

若者や子育て中
の勤労者に対し、
安定した雇用確保
と就労環境の整
備・支援を行いま
した。

災害に強いまちづくり
地域防災基盤整備事業・原子力防災事業

807万円

７つの連合自治会に
おいて災害図上訓練を
実施し、各地域の避難
計画を作成。また、原
子力防災訓練の実施に
より、関係機関との連
携体制と避難行動の確
認を行い、防災体制の
強化を図りました。

幼稚園施設耐震化事業　５億2,688万円
耐震性の確保、

教育環境の改善、
就学前教育の充実
を図るため、湖北
幼稚園の新築や(仮
称)木之本認定こど
も園と(仮称)高月認
定こども園の建築
設計を行いました。

新庁舎整備事業　28億6,791万円

新庁舎東館新築工事が完
了し、第１次移転を行いま
した。新庁舎には災害対策
本部を設け、自家発電設備
を備えるなど、防災拠点と
しての機能を強化し整備し
ました。

雨水渠整備事業　４億965万円

市街地を流れる
河川について、雨
水を効率的に排出
し、浸水被害を防
止・軽減するため、
雨水渠整備工事を
実施しました。
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児
童
虐
待
の
多
く
は
、
家
庭
と
い
う
密
室
で
行
わ
れ
る
た

め
、
実
態
を
把
握
し
づ
ら
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
は
、
親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
て
も
、
親
と
の
関
係
を
断

ち
切
ら
れ
る
と
い
う
不
安
か
ら
、
自
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
も
あ
り
、
発
見
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
よ
り
正
確
に
危
険
度
や
緊
急
度
を
判
断
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も

に
関
わ
る
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

虐
待
の
早
期
発
見
に
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
情
報
を

お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自
身
が
出

産
や
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
と
き
は
、
児
童
相
談
所
や
市
役

所
の
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は

児
童
虐
待
は
家
庭
内
で
の
し
つ
け
と
は
明
ら
か
に
異
な

り
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
行
為
で
す
。

●
身
体
的
虐
待

殴
る
・
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

●
性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
性
的
描

写
を
売
り
物
に
し
た
も
の
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に

す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
学
校
へ
登
校
さ
せ
な
い
、
保
護

者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
放
置
す
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的

扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

赤
ち
ゃ
ん
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
な
い
で
！

赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど
も
が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

と
、
頭
（
脳
や
網
膜
）
に
損
傷
を
受
け
、
重
い
障
害
が
残
っ

た
り
、
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
泣
き
止
ま
な
い
時
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な

所
に
寝
か
せ
て
、
そ
の
場
か
ら
少
し
の
間
で
も
離
れ
て
深
呼

吸
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
　
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

■問
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室
（
7
６
５-

６
５
４
４
）

相
談
・
通
告
件
数
の
状
況

市
へ
の
相
談
件
数
等
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ

フ
参
照
）。
県
全
体
の
件
数
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
虐
待
に

対
し
て
関
係
機
関
か
ら
の
通
告
が
増
え
た
こ
と
や
、
社
会
の

関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
増
加
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。虐

待
の
内
容
は
、
身
体
的
46
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト
34
％
、
心

理
的
19
％
、
性
的
１
％
で
、
虐
待
者
の
８
割
は
実
父
母
と
な

っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
家
庭
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
、

「
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
る
」「
地
域
に
つ
れ

だ
す
」
な
ど
の
働
き
か

け
を
継
続
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
を
気
に
し

て
み
る
」
と
い
う
社
会

全
体
の
意
識
は
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
引
き
続

き
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」

し
つ
け
と
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
の
習
得
、
他
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
行
動
な

ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
行
う
家
庭
内
で
の
教
育
の
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
理
解
度
に
配
慮
し
な
が
ら
行

っ
て
い
く
も
の
で
、
大
人
の
都
合
や
期
待
を
押
し
つ
け
て
、

暴
力
や
言
葉
で
従
わ
せ
て
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
護
者
に
と
っ
て
は
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
で
も
、
子

ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
ら
ば
「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

0
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ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

子
育
て
は
、
子
ど
も
の
成
長
と
と
も

に
、
親
が
親
と
し
て
成
長
し
て
い
く
過

程
で
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
や
喜

び
も
多
い
の
と
同
時
に
、
迷
う
こ
と
、

困
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

ま
わ
り
の
親
は
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い

る
と
感
じ
て
、
で
き
て
い
な
い
自
分
を

責
め
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。で

も
、
悩
ん
で
い
る
の
は
あ
な
た
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
か
に
話
を
す

る
こ
と
で
肩
の
荷
が
下
り
た
り
、
安
心

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ

と
き
に
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
中
の
親
子
に
、

皆
さ
ん
の
見
守
り
や
応
援
を

お
願
い
し
ま
す

地
域
や
近
所
で
出
会
っ
た
子
育
て
中

の
親
子
に
、
声
掛
け
や
優
し
い
ま
な
ざ

し
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
ん
な
あ
な
た

の
行
動
が
、
子
育
て
中
の
親
子
の
心
の

支
え
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
確
信
が
な
く

て
も
左
記
の
機
関
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
は
匿
名
で
も
結
構
で
す
。
連
絡

者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

虐待通告・児童相談に関する連絡先

長浜市役所
家庭児童相談室

彦根子ども家庭相談
センター

虐待ホットライン
(県内全域)

児童相談所
全国共通ダイヤル

こころんダイヤル
子育て・いじめ・不登校・

非行など・・・

子どもの悩みや家庭の悩み

の電話相談

7６５－６５４４
月～金　８時30分～17時15分
※時間外・土・日・祝日は市役所
代表電話（762－4111）へ

7０７４９－２４－３７４１
24時間対応

7０７７－５６２－８９９６
24時間対応　ＦＡＸ可

7０５７０－０６４－０００
24時間対応　
※ＰＨＳや一部のＩＰ電話からは
つながりません。

7０７７－５２４－２０３０
7０５７０－０７８－３１０
（全国共通ダイヤル）

5０７７－５２８－４８５５

※土・日・祝日を含む毎日（年末
年始を除く）９時～21時

上
手
な
子
ど
も
の
し
つ
け
と
は

何
度
言
っ
て
も
、
子
ど
も
が
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
て
し
ま
う
、
つ
い
つ
い
口
調
が
き
つ
く

な
り
、
子
ど
も
と
の
関
係
が
悪
く
な
る
と
い
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

親
が
子
ど
も
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
問
題
行
動
を
減
少
さ
せ
、
親
の
い
ら
だ
ち

が
少
な
く
な
り
、
親
子
関
係
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

ほ
め
上
手
・
伝
え
上
手
に
な
ろ
う

子
ど
も
を
ほ
め
る
の
は
、
な
か
な
か
で
き
な

い
も
の
で
す
。
照
れ
く
さ
か
っ
た
り
、
ほ
め
る

こ
と
の
効
果
を
感
じ
に
く
か
っ
た
り
、
つ
い
注

意
が
先
に
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
は
、
ほ
め
る
前
に
子
ど
も
が
し

て
い
る
行
動
を
認
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
当
た
り

前
に
思
え
る
こ
と
で
も
、
継
続
で
き
て
い
る
点

を
「
○
○
し
て
る
ね
」
と
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
個
性
を
認
め

て
も
ら
え
た
と
感
じ
、
自
分
を
好
き
に
な
り
ま

す
。
そ
の
喜
び
が
自
信
に
つ
な
が
り
、
新
た
な

意
欲
が
芽
生
え
ま
す
。

結
果
的
に
子
ど
も
の
良
い
面
が
伸
び
、
悪
い

面
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。

〟
具
体
的
に
〟
　
〟
わ
か
り
や
す
く
〟

「
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
の
」
と
い
っ
た
「
あ

い
ま
い
な
表
現
」
で
は
な
く
、「
わ
か
り
や
す

い
表
現
」
を
使
う
こ
と
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
明

確
に
伝
わ
り
ま
す
。
子
ど
も
と
目
線
を
合
わ
せ

て
、
表
情
を
見
な
が
ら
伝
え
る
、
テ
レ
ビ
な
ど

は
消
し
、
静
か
な
環
境
に
し
て
か
ら
話
す
な
ど

の
工
夫
も
効
果
的
で
す
。

◇
表
現
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う

「
行
儀
よ
く
食
べ
な
さ
い
」
・
・
×

↓

「
お
茶
わ
ん
を
持
っ
て
食
べ
よ
う
ね
」
・
・
○

グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
　
ニ
コ
ニ
コ
家
族

罰
を
伴
う
し
つ
け
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は

怖
い
思
い
が
心
に
残
り
ま
す
。
な
ぜ
叱
ら
れ
た

の
か
理
解
で
き
ず
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

で
き
て
い
る
こ
と
を
ほ
め
る
、
認
め
る
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
で
、
良
い
親
子
関

係
が
築
け
ま
す
。

良い循環(悪い循環)

子どもの問題 
行動減少 
(増加)

罰を用いない 
(伴う) 
しつけ 
 

子どもが言う 
ことを聞く 
(聞かない)

親子関係が 
改善 
(悪化)
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◆
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

市
民
の
幸
福
増
進
に
寄
与

宮
本
香
代
子
（
三
ツ
矢
町
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
　

と
し
て
税
務
行
政
の
推
進
に
寄
与

浅
井
　
浩
二
（
地
福
寺
町
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
・

公
有
財
産
審
議
会
委
員
と
し
て

税
務
行
政
の
推
進
と

市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与

藤
　
　
貴
子
（
勝
町
）

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

竹
本
　
義
之
（
南
小
足
町
）

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

藤
田
由
美
子
（
朝
日
町
）

中
川
　
武
司
（
今
町
）

◆
農
業
委
員
と
し
て
農
業
の
発
展
と

農
業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与

北
村
　
又
郎
（
高
月
町
高
月
）

@
木
　
幸
一
（
木
之
本
町
川
合
）

◆
市
政
事
務
嘱
託
員
（
自
治
会
長
）

と
し
て
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

中
川
　
義
弘
（
神
前
町
）

須
戸
　
市
朗
（
三
ツ
矢
町
）

井
益
　
義
行
（
三
ツ
矢
元
町
）

西
尾
　
　
修
（
千
草
町
）

◆
消
防
団
員
と
し
て

自
治
消
防
の
責
務
に
精
励

三
田
村
　
宏
（
南
田
附
町
）

籾
山
　
純
一
（
八
幡
中
山
町
）

中
川
　
浩
二
（
加
田
町
）

西
川
　
靖
行
（
加
田
今
町
）

藤
居
　
市
雄
（
加
田
今
町
）

林
　
　
典
生
（
湖
北
町
留
目
）

北
川
　
和
宏
（
湖
北
町
速
水
）

北
川
　
一
幸
（
湖
北
町
速
水
）

竹
本
　
拓
也
（
湖
北
町
山
本
）

柴
原
　
和
成
（
高
月
町
持
寺
）

藤
田
　
　
実
（
高
月
町
森
本
）

前
畑
　
良
道
（
高
月
町
高
月
）

弓
削
　
　
亮
（
高
月
町
東
柳
野
）

弓
削
　
浩
之
（
高
月
町
東
柳
野
）

山
内
一
登
与
（
木
之
本
町
川
合
）

大
音
　
孝
次
（
木
之
本
町
古
橋
）

大
谷
　
将
史
（
木
之
本
町
石
道
）

斉
藤
　
洋
一
（
木
之
本
町
木
之
本
）

橋
本
　
英
宗
（
木
之
本
町
木
之
本
）

浅
井
　
幸
樹
（
木
之
本
町
廣
瀬
）

藤
井
　
重
雄
（
余
呉
町
坂
口
）

布
施
　
　
智
（
余
呉
町
坂
口
）

前
田
　
泰
宏
（
余
呉
町
八
戸
）

田
中
　
勝
之
（
余
呉
町
上
丹
生
）

前
川
　
良
幸
（
余
呉
町
上
丹
生
）

筧
　
　
　
勝
（
余
呉
町
東
野
）

F
澤
　
栄
史
（
西
浅
井
町
沓
掛
）

j
原
　
宏
樹
（
西
浅
井
町
菅
浦
）

◆
医
師
と
し
て

保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

岩
本
　
貴
志
（
大
戌
亥
町
）

古
川
　
　
光
（
寺
田
町
）

松
林
　
和
重
（
寺
田
町
）

小
栗
　
章
弘
（
山
階
町
）

牛
山
　
敏
夫
（
宮
部
町
）

前
川
　
憲
昭
（
木
之
本
町
木
之
本
）

◆
歯
科
医
師
と
し
て

保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

草
野
　
浩
一
（
神
照
町
）

◆
健
康
推
進
員
と
し
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
寄
与

中
川
　
友
子
（
大
辰
巳
町
）

横
畝
喜
美
代
（
神
照
町
）

澤
村
寿
美
子
（
新
居
町
）

酒
井
　
光
子
（
益
田
町
）

井
下
山
　
忍
（
湖
北
町
速
水
）

野
村
　
佳
美
（
高
月
町
井
口
）

中
川
美
恵
子
（
高
月
町
落
川
）

中
村
喜
美
子
（
高
月
町
落
川
）

布
施
　
弘
子
（
木
之
本
町
北
布
施
）

◆
結
婚
相
談
員
と
し
て
活
気
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

中
川
　
長
司
（
曽
根
町
）

中
川
　
政
r
（
南
浜
町
）

水
田
　
　
薫
（
下
八
木
町
）

富
永
政
太
郎
（
三
川
町
）

@
月
　
直
子
（
高
月
町
高
月
）

藤
田
　
　
勳
（
高
月
町
唐
川
）

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

宮
田
　
重
成
（
列
見
町
）

◆
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
に
寄
与

菅
浦
自
治
会
（
西
浅
井
町
菅
浦
）

◆
観
音
文
化
の
振
興
に
寄
与

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
と
観
音
の
里

（
高
月
町
渡
岸
寺
）

◆
農
林
水
産
物
の
製
造
・
販
売
等

を
通
じ
て
地
域
の
振
興
お
よ
び

Ｐ
Ｒ
に
寄
与

有
限
会
社
西
浅
井
総
合
サ
ー
ビ
ス

（
西
浅
井
町
大
浦
）

◆
先
駆
的
な
獣
害
対
策
の
実
施
に

よ
り
周
辺
地
域
に
お
け
る
獣
害

対
策
の
普
及
・
啓
発
に
寄
与

鳥
羽
上
北
町
自
治
会
（
鳥
羽
上
町
）

◆
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

観
光
振
興
に
寄
与

富
岡
　
秀
雄
（
殿
町
）

井
上
　
敦
美
（
朝
日
町
）

山
田
　
　
哲
（
下
山
田
）

伊
吹
　
正
彦
（
小
谷
丁
野
町
）

◆
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
て

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に

文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与

佃
　
　
常
觀
（
南
呉
服
町
）

吉
居
　
寛
子
（
新
栄
町
）

若
柳
　
吟
舞
（
高
月
町
柏
原
）

横
山
　
義
淳
（
余
呉
町
下
余
呉
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

青
少
年
の
健
康
増
進
・

体
力
向
上
に
寄
与

那
須
　
常
雄
（
分
木
町
）

廣
瀬
　
八
郎
（
加
田
町
）

三
島
　
初
子
（
堺
市
）

◆
市
の
発
展
の
た
め

「
ふ
る
さ
と
寄
付
金
」
と
し
て

多
額
の
浄
財
を
寄
付

下
村
　
正
三
（
大
阪
市
）

佐
々
木
輝
雄
（
京
都
市
）

11
月
３
日
「
文
化
の
日
」
に
、
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
そ
の

年
の
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
し
た

保
険
料
）。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

今
年
１
月
か
ら
９
月
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
11
月
上
旬
に
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う

人
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
か
ら
12
月
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、

来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
ま
た
は

紛
失
し
た
場
合
は
、
彦
根
年
金
事
務
所
で

再
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
7
０
７
４
９-

２
３-

１
１
１
４
）

老
齢
や
退
職
に
よ
る
年
金
は
、
所
得
税

法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
を
除

く
）。課

税
対
象
と
な
る
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
が
送

付
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず

期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】
12
月
１
日
（
月
）

提
出
を
忘
れ
る
と
、
各
種
控
除
が
受
け

ら
れ
な
い
ま
ま
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
人
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※
平
成
27
年
分
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
送
付
さ
れ
る
人

・
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

・
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上

■問
彦
根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
7
０
７
４
９-

２
３-

１
１
１
６
）

〈
長
浜
会
場
〉

【
と
　
き
】

11
月
17
日
（
月
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

長
浜
文
化
芸
術
会
館
（
大
島
町
）

※
豊
公
園
駐
車
場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
木
之
本
会
場
〉

【
と
　
き
】

11
月
19
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル

（
木
之
本
町
木
之
本
）

※
説
明
会
当
日
に
は
、
事
前
に
送
付
し
た

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
来
場
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
車
で
お
越
し
の
場
合
、
私
有
地
・
路
上

に
は
絶
対
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
長
浜
税
務
署

法
人
課
税
第
１
部
門
（
源
泉
担
当
）

（
7
６
２-

６
１
４
４
）

国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

扶
養
親
族
等
申
告
書
は

期
限
ま
で
に
提
出
を
！

平
成
26
年
分
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

行政相談委員　総務大臣表彰を受賞
■問総務課(7６５―６５０３)

長浜市区域の行政相談委員である中村嘉男さんが、長年にわたる活動と功績が認められ、

総務大臣表彰を受賞されました。

中村さんは、平成９年に行政相談委員に委嘱されて以来、行政と市民とのパイプ役として、

行政に対する苦情や要望などの相談を受け、その解決に努めてこられました。

【活動状況】毎月１回、主に第１火曜日に定例相談所を開設

「長浜ふるさとまつり市民の会」 募金のお礼と報告
■問長浜ふるさとまつり市民の会事務局〈観光振興課内〉(7６５-６５２１)

多くの市民の皆さんから、長浜ふるさとま

つりへの募金をお寄せいただき、誠にありが

とうございました。

募金活動(６月１日～10月31日)の結果を報

告します。

募金総額　3,839,084円
長浜ふるさとまつり市民の会がお預かりし

た募金は、各事業の実行委員会で活用してい

ただきました。

【募金を活用した祭り・イベント】

・長浜ゆかたまつり
・夕涼み横丁
・水の駅夏まつり
・水とロマンの祭典
・かわそサマーフェスティバル
・観音の里たかつきふるさとまつり
・長浜・北びわ湖大花火大会
・ふるさと夏まつり
(木之本地蔵大縁日・

長浜市木之本大花火大会)
・長浜・あざいあっぱれ祭り2014
・長浜ロードトレイン祭 in BIWA
・小谷城ふるさと祭り
・大道芸フェスタ in 虎御前

▲中村 嘉男氏
(難波町)

次
代
を
担
う
青
少
年
が
夢
や
希
望
を

豊
か
に
育
み
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
は
社
会
全
体
の
願
い
で

す
。期

間
中
は
『
た
く
ま
し
く
　
伸
び
よ

う
　
伸
ば
そ
う
　
長
浜
の
子
』
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
市
民
の
つ
ど
い
（
11
月
22

日
開
催
）
や
市
内
の
公
民
館
や
図
書
館

な
ど
を
巡
回
す
る
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
「
青
少
年
は
地
域
で
育

て
る
」
と
い
う
意
識
で
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
や
声
か
け
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
事
項

①
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

家
庭
づ
く
り
運
動
の
推
進

②
青
少
年
を
犯
罪
や
非
行
等
か
ら

守
る
た
め
の
取
組
み
の
推
進

③
児
童
虐
待
防
止
の
総
合
的
な
支
援

11
月
・
12
月
は
長
浜
市

青
少
年
育
成
強
調
月
間
で
す

18
歳
か
ら
彦
根
の
理
容
店
で
見

習
い
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
始
ま
る
修
行
は
と
て
も

厳
し
く
、
く
じ
け
そ
う
な
と
き
は

家
族
の
励
ま
し
の
言
葉
を
思
い
出

し
な
が
ら
乗
り
越
え
ま
し
た
。
今

思
え
ば
こ
の
頃
の
苦
労
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
絶
対
に
成
功
し
よ
う

と
思
え
た
し
、
自
信
が
持
て
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

28
歳
で
独
立
し
、
長
浜
で
開
業

し
て
か
ら
は
妻
と
二
人
三
脚
、
地

域
の
人
に
も
支
え
ら
れ
な
が
ら
今

日
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

40
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
滋
賀

県
理
容
生
活
環
境
衛
生
同
業
組
合

の
理
事
や
長
浜
支
部
で
も
様
々
な

役
を
担
い
、
地
域
で
業
界
を
発
展

さ
せ
よ
う
と
、
カ
リ
ス
マ
講
師
を

招
い
た
研
修
会
を
実
施
し
た
り
制

度
改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

今
は
第
一
線
を
離
れ
、
店
は
娘

に
任
せ
て
い
ま
す
が
、
お
客
さ
ん

の
相
手
を
す
る
と
き
は
、「
お
も

て
な
し
の
心
で
丁
寧
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
同
業
者
同
士
は
ラ
イ
バ

ル
で
す
が
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
業
界
全
体
が
発
展
し
て
い

く
と
思
う
の
で
、
次
世
代
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

同
業
者
で
手
を
取
り
合
っ
て

理
容
業
界
を
発
展
さ
せ
た
い

宮
田
　
重
成
さ
ん
（
列
見
町
）

永
年
、
理
容
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
業
界
の
発
展
や
次
世
代
経
営
者
の

育
成
に
尽
力
。
接
客
・
お
も
て
な
し
を
重
視

し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
業
界
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
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「ながはまグリーンカーテンコンテスト」
入賞者が決まりました ■問環境保全課（7６５―６５１３）

日の当たる窓をアサガオやゴーヤなどのつる性植物
で覆う「グリーンカーテン」。家庭などでできる地球温
暖化防止対策として「グリーンカーテン」づくりに取
り組まれた家庭や事業所を募集したところ、家庭部門
20点、事業所部門12点の応募がありました。
設置の効果・景観・規模・工夫などを審査し、家庭

部門・事業所部門のそれぞれで入賞者を決定しました。
応募者の多くから、グリーンカーテンにより「エアコ
ンの使用回数が減った」「涼しく夏を過ごせた」「あざや
かな緑に心が和んだ」などの感想が寄せられました。
入賞された皆さんの作品は、市のホームページで紹

介します。

≪家庭部門≫
【最優秀賞】西邑　康治さん（錦織町）
【優 秀 賞】森　俊昭さん（高月町柳野中）

服部　二三男さん（湖北町馬渡）
【佳　　作】大村　治さん（中野町）

田中　幸美さん（布勢町）
林　美重子さん（八幡中山町）

≪事業所部門≫
【最優秀賞】己高庵（木之本町古橋）
【優 秀 賞】とらひめ認定こども園（五村）

羽淵商店（元浜町）
【佳　　作】長浜赤十字病院（宮前町）

六荘地区地域づくり協議会（勝町）
大谷保育園（元浜町）

受賞者の皆さん

湖
北
地
域
（
長
浜
・
米
原
市
内
）
の
企
業
50
社

が
一
堂
に
会
す
る
就
職
面
接
会
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

一
度
に
複
数
の
企
業
採
用
担
当
者
と
直
接
会
っ

て
話
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
上
手
に
活
用
し

て
就
職
・
内
定
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
面
接
会
以
外
に
も
就
職
活
動
に
役
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

【
と
　
き
】
11
月
７
日
（
金
）

【
と
こ
ろ
】
長
浜
バ
イ
オ
大
学
体
育
館
（
田
村
町
）

【
内
　
容
】

●
セ
ミ
ナ
ー

12
時
30
分
〜
13
時
20
分

テ
ー
マ：

「
す
ぐ
実
行
で
き
る
！

就
活
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」

講
　
師：
長
浜
公
共
職
業
安
定
所

学
卒
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

山
本
久
美
子
氏

●
就
職
面
接
会
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
対
　
象
】

平
成
27
年
３
月
に
大
学

（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
等
を
卒
業
予
定

の
学
生
お
よ
び
卒
業
後
３

年
以
内
の
既
卒
者

※
申
込
不
要
・
履
歴
書
不

要
・
入
退
場
自
由 ■問

商
工
振
興
課(

7
６
５-

８
７
６
６)

学
生
就
職
面
接
会

湖
北
就
活
ナ
ビ
を
開
催

鉄道・バスのお得情報
■問都市計画課交通対策室（7６５―６５６２）

★鉄道お得情報　旅行などにご利用ください
下記①②を長浜駅、木ノ本駅で発売していますので

地元駅で購入、利用をお願いします。
①「フルムーン夫婦グリーンパス」
夫婦２人合わせて88歳以上限定。JR線のグリーン

車(一部新幹線を除く)が５日間乗り放題で82,800円
(一般用)、77,800円(夫婦のうちどちらかが70歳以上
の場合)とお得です。
※７日間、12日間用もあります。利用は平成27年６
月30日(発売は５月31日)まで。
②秋の関西１デイパス
京阪神の普通、快速列車の普通自由席などが１日乗

り放題で3,600円とお得です。
※発売・利用期間ともに12月14日まで。
※詳しくは、市ホームページまたはJRおでかけネット
「とくとく切符コーナー」まで。

☆高校生のみなさん　バスに乗りませんか
市では、バス会社と協働で利用者アンケートや停留

所別乗降調査を行うなど、利用しやすいバスダイヤ設
定に取り組んでいます。また、通学定期券のほかにも、
中高校生のバス利用についての割引制度があります。
天候や事情に応じてバスを利用してみませんか。
◆湖国バス路線
・学生証提示で、市内全路線で普通運賃が100円割引
となります。
・１か月１万円で乗り放題、「高校生限定定期券」好
評発売中です。
◆余呉バス路線
・学生証提示で木ノ本駅または余呉駅で乗降する場合
に限り、普通運賃が200円となります。
※詳しくは、市または各バス会社のホームページまで。

今月の日曜日の持込みは
11月23日です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問環境保全課（7６５－６５１３）

湖北広域行政事務センターでは、毎月１回日曜日(原則第４日曜日)に、家庭から

排出されるゴミの持込みをクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリー

ンプラザで受付けています。

◆受付時間(各施設とも) ８時30分～12時、13時～16時30分

市
で
は
、
子
育
て
世
代
や
こ
れ
か
ら
結
婚
し
子
育
て
を
し

よ
う
と
す
る
人
た
ち
か
ら
、「
子
育
て
す
る
な
ら
長
浜
」
と
、

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
関
係
の
情
報
誌
や
印
刷
物
に
使
用
で
き
る
ロ
ゴ
マ

ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
右
記
担
当
課
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

【
内
容
】

「
子
育
て
を
応
援
す
る
ま
ち
長
浜
」
を
全
国
に
発
信
で
き
る

デ
ザ
イ
ン

①
ロ
ゴ
マ
ー
ク

カ
ラ
ー
（
色
数
自
由
）
の
ほ
か
単
一
色
と
し
、
最
小
で
名

刺
に
掲
載
で
き
る
大
き
さ
で
の
使
用
が
可
能
な
も
の

※
最
優
秀
賞
１
人
　
賞
金
２
万
円

②
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
20
字
以
内
）

※
最
優
秀
賞
１
人
　
賞
金
１
万
円

【
募
集
期
間
】

11
月
１
日
（
土
）
〜
12
月
15
日
（
月
）
消
印
有
効

【
応
募
方
法
】

所
定
の
応
募
用
紙
に
作
品
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接

左
記
ま
で
。

※
応
募
用
紙
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
採
用
作
品
の
著
作
権
・
使
用
権
は
、
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■問
子
育
て
支
援
課
（
7
６
５-

６
５
１
４
）

「
子
育
て
応
援
の
ま
ち
長
浜
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
募
集

【最優秀賞】西邑　康治さんの感想

毎年夏になると、西側の部屋は西日が当たり、暑くてエアコンを使用しないと居られないほど温度
が上がっていました。そこで日よけのためにと思いついたのが、ゴーヤのグリーンカーテンです。今
はアサガオを混植しています。
当初は市販のプランターを使用していましたが、ゴーヤは水分をよく吸収し、

水やりを怠ると夕方にはしおれてしまうことから、たくさん水をやれるように、
より大きな発泡スチロールの箱に植える工夫をしました。
今回の応募にあたり外気温を計った結果、グリーンカーテンの表と裏とでは

８℃もの差があり、効果の高いことがわかりました。
今後も楽しみながら省エネに努めたいと思います。

【最優秀賞】己高庵の感想

当施設は旅館を営んでおり、お客様に少しでも涼しさを感じていただけるようにグリーンカーテン
を制作しました。
昨年は、ゴーヤのみのグリーンカーテンでしたが、今年はゴーヤ・アサガオ・

パッションフルーツの３種を混植し、花も楽しんでいただけました。また、収穫
したゴーヤとパッションフルーツは食材としてお客様へ提供しましたが、こちら
も大変好評でした。
来年はさらに皆さんに楽しんでいただけるよう、より工夫を凝らしたグリーン

カーテンを制作したいと思います。

提
出
先

・
子
育
て
支
援
課

〒
５
２
６-

０
０
３
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

・
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所
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10月４日(土)、５日(日)、
12日(日)、18日(土)
長浜城再興を記念して　　
秋の一大イベント「長浜出世まつり」が中心市街地一

帯で行われました。

Touch＆feel！をテーマに全国各地からアーティスト

が集まった「アートインナガハマ」では、展示や販売、

実演、ワークショップなどが用意され、訪れた人たちは

さまざまなアートに触れ合いました。

豊公祭りでは、秀吉公や賤ヶ岳七本槍に扮した武者行

列・稚児行列がまちなかを練り歩き、刀や槍を上げてポ

ーズをとると、観光客から大きな歓声が起こりました。

恒例の「きもの大園遊会」には、およそ700人が参加

し、色とりどりの着物がまちなかを華やかに彩りました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（765-6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

10月７日(火)
田んぼに浮かんだ角大師
２色の苗で絵を描く「田んぼアート」の収穫祭が虎御前山の

ふもとで行われました。題材は虎姫に生まれ「おみくじ」の創

始者として知られる「元三大師」で、２回目となる今回は展望

所から見たときの遠近感の計算や、稲の長さを変えて立体感を

だす工夫が加わりました。

この日収穫された米は、参加者に配られ、一部販売も行われ

たほか、東日本大震災の被災地へも届けられました。

10月５日(日)
小谷城と城下町に思いを馳せる伝統あるまつり
浅井家が三代にわたり活躍した歴史ある文化遺産を活かした

「小谷城ふるさと祭り」が、小谷城戦国歴史資料館前広場で開催さ

れました。

29回目を迎えた今回も、地元自治会やまちづくり団体による地

元特産品が出店された他、和太鼓やダンスなどさまざまなステー

ジイベントが行われました。メインイベントの武者行列では、甲

冑を身に纏った大勢の武者が会場内を練り歩き、辺りはさながら

戦国時代のよう。寸劇の上演や恒例の「もちまき」も行われ、大

いに盛り上がりました。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索
G

10月８日(水)
安心して医療を受けられる礎に
「あざいリハビリテーションクリニック」から診療を継承した

「浅井東診療所」の開所式が行われました。診療所を運営するの

は、家庭医療を担う医療法人若草ファミリークリニックです。

松井善典院長は「診療所はインフラと同じで、医師がいなく

なり医療を受けられなくなってはだめ。持続可能な運営をめざ

し、その礎を地域の方々やスタッフとともに築きたい」と抱負

を語りました。

10月17日(金)
音楽で広がる友達の輪
市内中学校の全吹奏楽部が集まり、「第1回長浜市中学校吹奏

楽祭」が長浜文化芸術会館で開かれました。

この大会は、吹奏学部の発表の場をつくることで生徒同士の

交流や演奏技術の向上を図ろうと初めて行われたもので、大編

成と小編成の学校同士がペアを組み、練習の成果を生き生きと

披露しました。この日は、関西フィルハーモニー管弦楽団によ

る演奏もあり、生徒や来場者はプロの音色に聞き入りました。

団体名

活動場所・日時

活動PR

『音訳グループかなで』は、視覚しょうがいの
ある方のために、広報ながはまや選挙公報などを
録音しています。現在はテープへの録音ですが、
今後DAISY(デイジー)録音へ移行し、活動の幅を広
げたいと考えています。
メンバーは９人。前身の『さゆらぎ』から継続

している人や、音訳講座を修了して加わった人も。
聞く人にグラフや写真なども理解してもらえる

よう、言葉としての表現に、悪戦苦闘しています。
デイジーはパソコン上で録音・校正を行います

ので、操作が得意な人や音訳に興味・関心のある
方は、ぜひ一度、ご参加ください。

このコーナーでは、市内で活動している団体・サークルを紹介
します。広報紙でＰＲして活動の輪を広げ、仲間を増やしてみ
ませんか。掲載希望は市民広報室まで（7６５－６５０４）。
※営利や宗教・政治・選挙を目的とするもの、限られた地区の
住民が参加する活動や団体などは掲載できません。

音訳グループ かなで
〈代表〉瀧澤　雅子さん(7090－8656－8097)

湖北支所　月２回(平日・日中)

▲アートインナガハマ

▲豊公まつり

▲大園遊会



19 広報ながはま　2014年11月 広報ながはま　2014年11月 18

市長 
コラム　 
市長 
コラム　 5353「

地
方
創
生
」石
破
大
臣
と
協
議

増
田
寛
也
氏
（
前
岩
手
県
知
事
・
元

総
務
大
臣
）
を
座
長
と
す
る
民
間
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
「
日
本
創
成
会
議
」
は
、

「
２
０
４
０
年
ま
で
に
全
国
約
１
８
０
０

あ
る
市
区
町
村
の
う
ち
、
８
９
６
が
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
発
表
し
ま

し
た
。

現
在
の
ペ
ー
ス
で
地
方
か
ら
大
都
市

へ
の
人
口
流
出
が
続
け
ば
、
２
０
１
０

年
〜
２
０
４
０
年
の
30
年
間
で
、
20
〜

30
代
の
女
性
が
半
分
以
下
に
減
る
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
が
８
９
６
に
上
る
と

試
算
さ
れ
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
自

治
体
運
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
い

う
も
の
で
す
。

「
都
市
が
消
滅
」
と
い
う
活
字
に
大

き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
・
地

方
を
あ
げ
て
直
面
す
る
大
き
な
問
題
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
本
部
長
に
安

倍
総
理
が
就
任
。
地
方
創
生
担
当
大
臣

に
は
、
実
力
者
の
石
破
茂
先
生
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
就
任
さ
れ
た
早
々
の
９
月
に

石
破
大
臣
と
面
談
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
臨
時
国
会
へ

の
法
案
提
出
に
際
し
、
今
ま
で
の
発
想

や
手
法
に
は
な
い
極
め
て
新
し
い
施
策

展
開
で
「
地
方
創
生
」
を
図
ろ
う
と
す

る
大
臣
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
か
ら
も
様
々
な
地
方
が
創

生
す
る
案
を
出
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

私
は
、
本
市
を
含
む
地
方
都
市
が
現

在
抱
え
る
問
題
を
指
摘
す
る
一
方
で
、

市
の
歴
史
や
文
化
・
芸
術
な
ど
の
地
域

資
産
や
美
し
い
自
然
環
境
、
関
西
・
中

部
・
北
陸
の
中
継
地
と
し
て
の
地
の
利

を
生
か
し
た
地
方
創
生
を
提
案
し
、「
地

方
の
発
展
な
し
に
日
本
の
未
来
は
な
い
」

と
大
臣
に
伝
え
ま
し
た
。

国
や
地
方
自
治
体
、
民
間
事
業
者
が

相
互
に
連
携
を
図
り
協
力
し
あ
い
な
が

ら
、
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
、

希
望
を
持
て
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲石破大臣との面談(大臣執務室)

市役所内で「どのような会議」が開催され、
「どのような結果」になったかを概略でお知
らせします。詳しくは市ホームページまで。

市政の動き
(９月16日～10月15日)

会議名など 内　容

９月30日(火)
第６回長浜市指定管理者選定委員会(第２委員会)
担当課：行政経営改革室(7６５－６７０２)

10月１日(水)
第２回本庁跡地整備基本構想検討会議
担当課：総務課(7６５－１７１７)

10月14日(火)
第２回長浜市公共施設マネジメント推進委員会
担当課：行政経営改革室(7６５－６７０２)

指定管理者候補について申請団体の審査を行った結果、次
の団体を指定管理者候補として適当と判断しました。
【湖北福祉ステーション】(福)長浜市社会福祉協議会
【虎姫駅コミュニティハウス関連施設】(株)まちづくり虎姫

事務局から、前回会議後の検討状況や整備する施設の具体
的機能、参考規模などの説明を受け、機能連携や配置イメ
ージなどについて意見交換を行いました。

施設(高月支所、湖北幼稚園、虎姫生きがいセンター、長浜
学校給食センター)の現地視察を行うとともに、公共施設の
有効活用の方向性、今後議論すべき課題について意見交換
を行いました。

配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、セク

シュアル・ハラスメント、ストーカー行為等、

女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害

するものであり、決して許されるも

のではありません。

この運動期間をきっかけに、女性

に対する暴力について考え、暴力の

ない社会づくりをすすめましょう。

強化週間　11月17日（月）～23日（日）
平日８時30分～19時／土日10時～17時

夫・パートナーからの暴力やストーカー行為、職場
等におけるセクシュアル・ハラスメントなど、女性を
めぐる様々な人権問題について、人権擁護委員・法務
局職員が話をうかがいます。ひとりで悩まず、気軽に
お電話ください。 ※通常は平日（８時30分～17時15分）のみ

女性の人権ホットライン
7０５７０－０７０－８１０

11月12日～25日は、
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

■問 大津地方法務局人権擁護課(7077-522-4673)

タ
テ
の
カ
ギ

１
　
子
ど
も
の
人
権
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い
」

２
　
○
○
○
○
特
急
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス

３
　
双
方
が
折
れ
あ
っ
て
交
渉
が
ま
と
ま
る
こ
と
。

４
　
仙
台
名
物
「
牛
○
○
」

５
　
滋
賀
県
で
は
、
サ
ル
ビ
ア
が
「
人
権
の
○
○
」

７
　
曳
山
の
上
で
か
わ
い
く
演
じ
ま
す
。

９
　
最
近
ブ
ー
ム
、
○
○
ス
ト
ー
ブ

10

仏
像
の
台
座
、
○
○
の
花

11

野
原
の
枯
れ
草
を
焼
き
払
う
こ
と
。

12

友
だ
ち
を
「
○
○
○
は
ず
れ
」
に
し
ま
せ
ん
。

13

Ｊ
リ
ー
グ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
○
○
○
大
阪
」

16

兄
弟
姉
妹
の
娘

17

♪
カ
ラ
ス
と
い
っ
し
ょ
に
か
え
り
ま
し
ょ
〜
♪

ヨコのカギ
１　寺社の参道に敷き詰められた○○○○○
６　12月４日から10日までは「○○○○週間」
７　ぼたん雪、ささめ雪、○○雪
８　ひときわ○○○服装
９　これを開けて深呼吸
10 玄関で脱いだらそろえましょう。
13 プロパン○○、都市○○
14 蚊に刺されないために寝室に吊ります。
15 正義の味方、○○○ライダー
17 滋賀の最高峰、○○○山
18 県内唯一の新幹線停車駅

応募・問合せ先 〒５２６－００３１ 八幡東町253番地４　大津地方法務局長浜支局内

長浜人権擁護委員協議会 「人権クロスワードパズル係」あて　（7６２－０５６５）

【こたえ】

いのち
守ろう

エ

キ

ア

11

9

オ12

18

1

ウ

32

6 イ 7

8

10

4 5

17

13

カ

14

1615

12月４日～10日は「人権週間」です。クロスワー

ドパズルに挑戦しながら、今一度人権について考え

てみませんか。

ア～キを並びかえ、□にあてはまる言葉を作って

ください。正解者の中から抽選で記念品（図書券）

をお贈りします。

【応募締切】12月10日(水) ※必着
ハガキに答えと、住所・氏名・年齢および人権に

ついて何かひと言を書き添えて、下記までお送りく

ださい。

人権クロスワードパズルに挑戦！

11月11日から 幼稚園・保育園・認定こども園、放課後児童クラブ
受付開始 ■問幼児課(7７４－３７０４)、子育て支援課(7６５－６５１４)

【受付期間】11月11日(火)～19日(水) 平日８時30分～17時15分(放課後児童クラブは平日14時～18時)
【受付場所】○保育園、認定こども園(長時部)…入園を希望する園、幼児課、北部振興局福祉生活課・各支所

○幼稚園、認定こども園(短時部)…通園区の園
○放課後児童クラブ…各放課後児童クラブ、子育て支援課、北部振興局福祉生活課・各支所

※詳しくは、10月15日号または市ホームページをご覧ください。
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このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

「
よ
く
噛
め
る
」
は

健
康
の
も
と
！

第
一
期
０
次
健
診
の

調
査
結
果
か
ら

長
浜
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

京
都
大
学
と
協
力
し
て
「
０
次
健
診
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
０
次
健
診
の
調

査
か
ら
「
よ
く
噛
め
る
」
こ
と
と
糖

尿
病
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

40
歳
〜
74
歳
を
対
象
と
し
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
よ
く
噛
め
な
い
人
は

よ
く
噛
め
る
人
に
比
べ
て
糖
尿
病
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
因
果
関
係
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
よ
く
噛
め
る
」

こ
と
と
糖
尿
病
が
関
連
す
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
「
平
成

16
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
の
結

果
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
よ
く
噛
め

な
い
人
は
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ
ン
・

食
物
繊
維
な
ど
の
栄
養
素
の
摂
取
量

が
、
よ
く
噛
め
る
人
よ
り
少
な
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
は

毎
日
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ
れ
ら
の

栄
養
素
が
足
り
な
い
と
不
健
康
に
な

る
と
い
う
の
は
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。
食
べ
物
を
「
よ
く
噛
め
る
こ
と
」

は
、
健
康
づ
く
り
に
と
っ
て
、
と
て

も
重
要
で
す
。

「
噛
め
る
」
こ
と
を
専
門
用
語
に

言
い
換
え
る
と
「
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）

能
力
」
と
言
い
ま
す
。
咀
嚼
能
力
を

低
下
さ
せ
る
原
因
と
し
て
、
虫
歯
や

歯
周
病
が
あ
り
ま
す
。
入
れ
歯
を
使

用
し
な
か
っ
た
り
、
古
く
て
合
わ
な

く
な
っ
た
入
れ
歯
を
使
い
続
け
る
こ

と
で
も
咀
嚼
能
力
は
低
下
し
ま
す
。

低
下
し
た
咀
嚼
能
力
は
、
歯
科
医
院

で
治
療
し
て
回
復
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
虫
歯
や
歯
周
病
を
予

防
す
る
こ
と
も
咀
嚼
能
力
を
維
持
す

る
た
め
に
は
大
切
で
す
。
虫
歯
や
歯

周
病
は
痛
み
が
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

よ
く
噛
め
る
お
口
で
健
康
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
！

■問
市
立
長
浜
病
院

（
7
６
８-

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院
歯科・口腔外科

責任部長　家森 正志

市立病院通信 -AA- 普
段
は
か
か
り
つ
け
医
、

必
要
が
あ
る
時
の
み
病
院
へ
、

再
び
か
か
り
つ
け
医
へ

日
ご
ろ
か
ら
家
族
ぐ
る
み
で
健
康
や
病

気
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
身
近
な
「
か
か

り
つ
け
医
（
歯
科
医
）」
や
、
薬
歴
を
管
理

し
薬
全
般
を
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け

薬
局
」
を
持
ち
、
必
要
な
と
き
の
み
病
院

で
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

入
院
や
精
密
検
査
、
高
度
な
治
療
が
必

要
な
場
合
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
適

切
な
医
療
機
関
や
専
門
医
を
紹
介
し
ま
す
。

病
院
で
の
検
査
や
治
療
の
後
は
医
療
情
報

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
、
再
び
か

か
り
つ
け
医
で
安
心
し
て
治
療
が
継
続
で

き
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
が
つ
な
ぐ
、
あ
な
た
の
医
療

診
療
情
報
の
電
子
化
に
よ
り
、
か
か
り

つ
け
の
診
療
所
で
病
院
の
カ
ル
テ
が
見
ら

れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

県
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
て
、
病
院
や

診
療
所
が
変
わ
っ
て
も
、
患
者
さ
ん
の
診

療
情
報
が
共
有
で
き
、
切
れ
目
の
な
い
医

療
が
行
え
る
よ
う
、
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
び
わ
湖
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
に
よ
る

効
果

①
検
査
目
的
で
か
か
り
つ
け
医
・
歯
科
医

か
ら
病
院
を
紹
介
さ
れ
た
場
合

か
か
り
つ
け
医
・
歯
科
医
は
、
検
査

結
果
が
閲
覧
で
き
、
す
ば
や
く
治
療
に

反
映
で
き
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
・
歯
科
医
は
、
入
院

中
の
経
過
が
詳
し
く
わ
か
り
、
退
院
後

の
在
宅
療
養
が
安
心
し
て
ス
タ
ー
ト
で

き
ま
す
。

②
複
数
の
医
療
機
関
や

診
療
科
を
受
診
し
て

い
る
場
合

か
か
り
つ
け
薬
局

を
持
つ
こ
と
で
重
複

す
る
薬
の
処
方
が
発

見
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
事
前
に
同
意
し
た
患
者
さ
ん
の

医
療
情
報
の
み
提
供
・
閲
覧
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
か
か
り
つ
け
医
、
病
院
地
域
連
携

室
、
医
師
会
、
長
浜
米
原
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」
（
7
６

５
‐
２
７
５
５
）
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
び
わ
湖
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」

h
ttp
://b
iw
ako
-m
ed
ical.n

et

①
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
（
酒
害
相
談
）

保
健
師
や
専
門
の
医
師
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

【
対
　
象
】
ア
ル
コ
ー
ル
（
酒
害
）
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
人
お
よ
び
家
族

【
と
　
き
】
11
月
25
日
（
火
）、
12
月
24
日
（
水
）

（
原
則
毎
月
第
４
火
曜
日
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

②
ひ
き
こ
も
り
相
談

保
健
師
に
よ
る
事
前
面
接
後
、
必
要
に

応
じ
て
心
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
対
　
象
】
概
ね
高
校
生
以
上
で
、
対
人
関

係
や
社
会
か
ら
ひ
き
こ
も
り
が

ち
な
状
態
で
悩
ん
で
い
る
人
、

家
族
お
よ
び
関
係
者

【
と
　
き
】
11
月
14
日
、
12
月
12
日

（
毎
月
第
２
金
曜
日
）

10
時
〜

③
ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

【
対
　
象
】
概
ね
高
校
生
以
上
の
ひ
き
こ
も

り
の
青
年
を
か
か
え
る
家
族

【
と
　
き
】
12
月
12
日
（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

①
②
③
共
通

【
と
こ
ろ
】
長
浜
保
健
所
（
平
方
町
）

【
申
込
み
】
前
日
ま
で
に
電
話
で
左
記
ま
で

（
予
約
制
）

■問
■申
長
浜
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
担
当

（
7
６
５
―
６
６
１
０
）

毎
月
第
２
土
曜
日
と
第
３
木
曜
日
は
市

内
に
献
血
バ
ス
が
定
期
配
車
さ
れ
ま
す
の

で
、
献
血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
11
月
８
日
（
土
）

西
友
長
浜
楽
市
駐
車
場

②
11
月
20
日
（
木
）

イ
オ
ン
長
浜
店
駐
車
場

※
①
②
と
も
受
付
時
間
は

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

４
０
０
mL
献
血
を
お
願
い
し
ま
す

※
献
血
に
は
年
齢
・
体
重
等
基
準
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://sh

iga.b
c.jrc.o

r.jp
/

）

■問
健
康
推
進
課(

7
６
５
‐
７
７
７
９)

か
か
り
つ
け
医
・
歯
科
医
・
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

長
浜
保
健
所
か
ら
の

ご
案
内

11
月
の
長
浜
市
民
献
血

デ
ー
に
ご
協
力
を
！

健
康
な
が
は
ま
21
（
第
３
期
）

節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

■問
健
康
推
進
課
（
7
６
５-
７
７
７
９
）

日
ご
ろ
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
の

お
酒
を
飲
ん
で
い
ま
す
か

今
年
も
残
り
２
か

月
と
な
り
、
忘
年
会

な
ど
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
国
が
示
す
「
節
度
あ
る
適

度
な
飲
酒
」
の
指
標
を
ご
存
知
で
す
か
。

市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
男
性

27
％
、
女
性
17
％
の
人
が
、
そ
れ
を
「
知

っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」
と
は
、
１

日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
ｇ
程
度
で
、

60
ｇ
以
上
の
飲
酒
を
多
量
飲
酒
と
い
い
ま

す
。適

度
な
飲
酒
量
を
主
な
ア
ル
コ
ー
ル
類

で
換
算
す
る
と
、
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
１

本
、
日
本
酒
は
約
１
合
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
で

は
ダ
ブ
ル
１
杯
な
ど
に
相
当
し
ま
す
。（
飲

酒
習
慣
の
な
い
人
に
対
し
て
こ
の
量
の
飲

酒
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

お
酒
は
、
適
量
で
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
解

消
や
食
欲
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
飲

み
過
ぎ
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

適
量
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
じ
人
で
も
そ
の
日
の

状
態
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
適
量
を
意

識
し
、

●
食
事
し
な
が
ら
飲
む

●
で
き
る
だ
け
小
さ
い
コ
ッ
プ
で
飲
む

な
ど
、
お
酒
の
量
を
増
や
さ
な
い
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
飲
酒
後
の
入
浴
・
運
動
は
し

な
い
、
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
る
な

ど
、
健
康
的
な
飲
み
方
で
お
酒
を
飲
む
機

会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

純アルコール約20ｇを
酒類ごとに換算すると…
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親子で取り組もう！　子どものむし歯予防　
■問健康推進課(7６５－７７５１)

乳
幼
児
期
に
最
も
多
い
口
の
病
気
は
、
む
し
歯

で
す
。

市
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
む
し
歯
の
あ
る
子
の

方
が
、
な
い
子
に
比
べ
て
、
歯
み
が
き
を
し
て
い

る
け
れ
ど
、
ジ
ュ
ー
ス
や
イ
オ
ン
飲
料
な
ど
糖
分

を
含
む
飲
み
物
を
毎
日
飲
ん
だ
り
、
１
日
３
回
以

上
お
や
つ
を
食
べ
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

お
子
さ
ん
が
元

気
に
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、
し

っ
か
り
噛
め
る
健

康
な
歯
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
改
め

て
む
し
歯
予
防
に

つ
い
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

むし歯のある子とない子の比較 

（１歳８か月児～３歳８か月児健診総数2860人調べ） 
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67.9％ 
むし歯のある子 

歯磨き 
２回以上 

おやつ 
３回以上 

ジュース 
毎日 

イオン飲料 
毎日 

お茶 
３杯以上 

54.7％ 

12.3％ 

43.6％ 
47.7％ 

42.1％ 

33.6％ 

6.2％ 
2.6％ 

9.6％ 

むし歯のない子 

む
し
歯
の
こ
と
、

歯
医
者
さ
ん
に

質
問
し
ま
し
た

Ｑ
１
　
む
し
歯
は
ど
う
し
て
で
き
る
の
で
す
か

歯
の
表
面
に
付
い
て
い
る
白
っ
ぽ
い
ネ
バ
ネ
バ
と
し

た
汚
れ
を
歯
垢
と
言
い
ま
す
。
そ
の
歯
垢
の
中
に
い
る

む
し
歯
菌
が
食
べ
物
の
中
の
糖
分
を
栄
養
に
し
て
酸
を

作
り
、
そ
の
酸
に
よ
っ
て
歯
が
溶
か
さ
れ
た
状
態
が
む

し
歯
で
す
。
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
お
口
の

中
の
歯
垢
を
き
れ
い
に
取
り
除
け
る
よ
う
丁
寧
な
歯
み

が
き
を
心
が
け
、
む
し
歯
菌
の
栄
養
と
な
る
糖
分(

特

に
砂
糖)

に
気
を
付
け
、
フ
ッ
化
物
の
応
用
に
よ
っ
て

歯
の
質
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
子
ど
も
の
歯
も
む
し
歯
に
な
っ
た
ら
、

治
さ
な
い
と
い
け
な
い
で
す
か

乳
歯(

子
ど
も
の
歯)
に
は
永
久
歯
が
生
え
て
く
る
場

所
を
確
保
し
、
正
し
い
場
所
に
導
く
大
切
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。
乳
歯
が
ひ
ど
い
む
し
歯
に
な
り
、
早
い
時
期

に
失
っ
て
し
ま
う
と
、
歯
並
び
が
乱
れ
、
永
久
歯
が
正

し
く
生
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
乳
歯
の
む
し

歯
が
、
そ
の
下
で
作
ら
れ
て
い
る
永
久
歯
の
歯
の
質
に

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３
　
仕
上
げ
み
が
き
は
、
何
歳
く
ら
い
ま
で

し
た
方
が
良
い
で
す
か

お
子
さ
ん
に
よ
っ
て
は
仕
上
げ
み
が
き
を
嫌
が
る
場

合
や
、
保
護
者
も
時
間
が
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
お
子
さ
ん
だ
け
の
歯
み
が
き
で
は
、
と

て
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
の
仕
上
げ
み
が
き

は
、
子
ど
も
の
口
の
中
を
観
察
す
る
た
め
に
も
大
変
重

要
で
す
。
永
久
歯
が
生
え
揃
う
小
学
校
高
学
年
ま
で
は
、

毎
日
で
な
く
て
も
良
い
の
で
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
４
　
む
し
歯
は
遺
伝
し
ま
す
か

む
し
歯
は
遺
伝
す
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
歯
並
び
や
あ
ご
の
骨
格
は
遺
伝
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
む
し
歯
そ
の
も
の
が
遺
伝
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
の
口
の
中
に
は
む
し
歯
の
原
因
菌
は
い
な
い
か

ら
で
す
。

で
は
、
そ
の
む
し
歯
菌
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
周
り
の
大
人
の
口
か
ら
感
染
す

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

お
子
さ
ん
の
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
保
護
者

の
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
と
て
も
重

要
と
な
り
ま
す
。

湖北歯科医師会
笹口博彰先生

フ
ッ
化
物
の
応
用
に
は
、
健
診
で
受
け

ら
れ
る
「
フ
ッ
化
物
塗
布
」
や
家
庭
で

使
え
る
「
フ
ッ
化
物
入
り
歯
磨
き
剤
の

使
用
」
な
ど
が
あ
る
よ
！

家
族
み
ん
な
で
、
む
し
歯
予
防
を
心
が

け
る
事
が
大
切
だ
ね
。

む
し
歯
は
、
歯
み
が
き
だ
け
で
は
防
げ
な
い
！

「
歯
み
が
き
＋
α

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

お
や
つ
の
中
で
も
、
砂
糖
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
甘
い
物
は
む
し
歯
と
関
係
が
深
く
、

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
も
甘
い
物
は

な
る
べ
く
控
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
、
お
や
つ
は
第
４

の
食
事
で
す
。「
お
や
つ
＝
甘
い
お
菓
子
・

ジ
ュ
ー
ス
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

お
や
つ
に
も
ル
ー
ル
を
！

・
お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め
ま
す
。
食

べ
る
時
間
は
20
分
以
内
を
目
安
に
食
べ

終
わ
る
か
、
片
付
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
季
節
の
野
菜
や
果
物
を
と
る
よ
う
に
し

ま
す
。

・
ジ
ュ
ー
ス
や
イ
オ
ン
飲
料
は
、
糖
分
を

多
く
含
む
も
の
が
あ
る
た
め
、
与
え
過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

＋おやつ
ルール

む
し
歯
は
人
に
よ
り，

な
り
や
す
さ
が

違
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

そ
の
人
に
合
っ
た
予
防
法
を
教
え
て
も
ら

え
ま
す
。

ま
た
、
む
し
歯
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

家
族
み
ん
な
の

お
口
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

か
か
り
つ
け
歯
科
医
！

本
人
と
家
族
の
普
段
の
健
康
管
理
を
す

る
身
近
な
歯
科
医
師
を
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
」
と
言
い
ま
す
。

日
常
的
な
診
療
の
他
に
も
健
康
相
談
や

指
導
も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
気

軽
に
相
談
で
き
る
の
が
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
」
で
す
。

＋定期健診

伝統と実績を誇る「親と子の強い歯をつくろう運動」
この運動は、昭和42年に湖北医師会が始めたも

のです。今まで多くの人が参加し、むし歯予防に

取り組んできました。妊婦さん、１歳～６歳のお

子さんと付き添いの保護者を対象に、お口の衛生

指導と健診が無料で受けられます。

全国でも画期的な運動
市民なら参加しなきゃもったいない！

お子さんの誕生月に歯科医院(湖北歯科医師会会員)まで直接

予約し、受診してください。詳しくは次のホームページまで。

【湖北歯科医師会】
http://www.biwa.ne.jp/̃khk-dent/Kohoku.html

【持ち物】
「親と子のお口の健康手帳」

「そだちっこ広場」会場：長浜市保健センター/高月分室
歯みがきの仕方やお口に関する相談など、歯科衛生士が個別に

お伺いします。詳しくは15日号をご覧ください。

む
し
歯
予
防
に
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
（
参
加
費
無
料
）

プラス

プラス
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高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
も
家
族
も
自
覚
し
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
、
ま
た
自
覚
し
て
い
て
も
「
家
庭
内
の
こ
と
」「
家

の
恥
」
と
、
人
に
話
す
こ
と
を
拒
ん
だ
り
、
高
齢
者
が
家
族

を
か
ば
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
の
養
護
者
か
ら
心
身
に
傷
を
受
け
る
こ
と
や
、
不

当
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

身
体
的
虐
待
…
殴
る
・
蹴
る
・
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
る
な
ど

心
理
的
虐
待
…
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
嘲
笑
す
る
、
故
意
に
無

視
す
る
な
ど

放
棄
放
任
…
食
事
や
入
浴
・
排
泄
な
ど
の
世
話
を
し
な
い
、

必
要
な
介
護
や
医
療
を
制
限
す
る
な
ど

性
的
虐
待
…
オ
ム
ツ
や
下
着
を
外
し
た
ま
ま
放
置
、
同
意

の
な
い
性
的
接
触
な
ど

経
済
的
虐
待
…
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
・
使
わ
せ
な
い
、

本
人
の
意
思
や
利
益
に
反
し
て
本
人
の
預
貯

金
を
つ
か
う
な
ど

■問
地
域
包
括
支
援
課(

7
６
５-

７
８
４
１)

知
っ
て
く
だ
さ
い
介
護
保
険(

第
５
回)

み
ん
な
で
防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待

今
年
も
、
雪
の
こ
と
を

気
に
か
け
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、

大
変
な
労
力
を
要
し
ま

す
。
特
に
お
年
寄
り
や
し

ょ
う
が
い
の
あ
る
人
は
、

自
力
で
行
う
こ
と
が
困
難

で
、
大
き
な
不
安
と
も
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
、
雪
下
ろ

し
事
業
者
や
団
体
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
市
で
は

次
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
応
で
き
る
事

業
者
や
団
体
、
情
報
を
お
持
ち
の
人
は
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

【
提
供
い
た
だ
き
た
い
情
報
】

●
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
請
負
う
事
業
者
、
除
雪
グ

ル
ー
プ
、
個
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
①
事
業
者

名
（
団
体
名
）
②
代
表
者

名
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

作
業
単
価
⑥
作
業
の
対
象

区
域

※
募
集
期
間

11
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
以
降
も
、
随
時
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
）

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

■問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
7
６
５
‐
７
７
８
９
）

Eメール 

連絡先
高齢福祉介護課〈東別館１階〉
7６５－７７８９ 5６４－１４３７
kourei-kaigo@city.nagahama.lg.jp

長浜ご当地ユニット　練習生募集！
「音楽の力で長浜市を元気に！」をキーワードに、現在

Can'ce0浜姫が長浜のＰＲに取り組んでいます。
そこで、長浜が好きで、ダンス・歌で自分の夢を叶えた

い若者を募集します。
【条　件】
〇「Can'ce0浜姫」のように、ご当地ユニットとして活動
してみたい人
○10～20才(男女問わず)
○木之本でのレッスン（ダンス、ボイストレーニング）に週２回参加できる人（水・金曜日の夜）
※土日のイベントも随行の可能性があります。
※レッスン費（月4,000円程度）、交通費の負担が必要。※随時募集しています（体験レッスン可）。
■問･申長浜ご当地ユニット実行委員会事務局　7８２－５９００　　 hokubu-chiiki@city.nagahama.lg.jp

全国から30万人のお客様をお迎えしている黒田

官兵衛博覧会が、12月28日いよいよ閉幕です。見

ごろを迎える紅葉とあわせて、お楽しみください。

○大河ドラマ館（戦国大河きのもと館）

○歴史館（長浜城歴史博物館）

○城下まち館（曳山博物館特設会場）

黒田官兵衛博覧会
閉幕迫る

大河ドラマ館　紅葉キャンペーン　　　　
紅葉期に合わせてキャンペーンを開催します。
【と　き】11月15日(土)～30日(日)
【ところ】大河ドラマ館前(木之本町木之本)
【内　容】
○抽選会：近江牛など総額30万円相当の商品があたる

大抽選会(期間中の土日祝日に大河ドラマ館
で入館チケットを購入した人が対象)

○茶　屋：抹茶(お菓子付)200円、焼いも200円
11月15日(土)、16日(日)、22日(土)、23日(日)

○割　引：鶏足寺紅葉散策協力金チケットを提示すると
入館料１割引

■問黒田官兵衛博覧会事務局（7８２－６３１１）

ＳＬ北びわこ号運行　　　　　　　　　　　
米原駅～木ノ本駅をＳＬ北びわこ号が走ります。
【運行日】11月16日、23日、30日、12月7日、14日（日）
【ダイヤ】長浜駅以北の駅でも乗降可
○米原駅発10時9分 木ノ本駅着10時52分
○米原駅発13時16分 木ノ本駅着14時
【その他】全席指定。

乗車券のほかに指定席券520円
(子ども260円)が必要。

■申ＪＲ西日本ごよやくサービス
(7００８８－２４－５４８９)

秋のきのもとＳＬまつり　　　
【と　き】ＳＬ運行日の10時～15時
【ところ】ＪＲ木ノ本駅周辺
おかん市や模擬店、スタンプラリ

ー、ゆるきゃらとの記念写真、ご当
地ユニット「Can'ce0浜姫」ステ
ージなど盛りだくさん。

■問奥びわ湖観光協会
（7８２－５９０９）

Eメール 

◆
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

「
介
護
は
家
族
が
す
る
も
の
」
と
抱
え
込
む
人
が
い
ま
す
。

介
護
と
仕
事
や
家
事
と
の
両
立
は
難
し
い
も
の
で
す
。
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
で
心
身
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
せ
ん
か
。
介
護

は
、
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
多
く
、
家
族
だ
け
で
が
ん
ば
っ

て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
高
齢
者
の
変
化
に
気
付
い
て
い
ま
す
か

老
い
る
こ
と
に
よ
り
心
身
は
衰
え
ま
す
。
認
知
症
に
な
る

可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。
本
人
の
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
ず
、

ど
の
よ
う
に
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
な
く
注
意
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
介
護
す
る
人
が
、
認
知
症
な
ど
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

虐
待
を
し
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に

虐
待
が
お
こ
る
原
因
の
一
つ
に
、
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
や
病
気
に
対
す
る
理
解
不
足
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
を
お
こ
さ
な
い
た
め
の
地
域
づ
く
り

高
齢
者
虐
待
は
、
身
近
な
地
域
で
も
起
こ
り
得
る
問
題
で

す
。高

齢
者
や
そ
の
家
族
を
「
孤
立
さ
せ
な
い
」
こ
と
が
、
高

齢
者
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
隣
近
所
の
誰
か
と
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
発
信
が
で
き
、
命
綱
と
な
り

ま
す
。

地
域
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
が
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
あ
う
な
ど
お
互

い
に
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
虐
待
の
サ
イ
ン

①
身
体
に
あ
ざ
や
傷
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

②
急
に
お
び
え
た
り
、
怖
が
っ
た
り
す
る
。

③
投
げ
や
り
な
様
子
が
み
ら
れ
る
な
ど

地
域
の
見
守
り

日
常
生
活
で
の
声
か
け

「
お
は
よ
う
」「
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
」
な
ど
、
挨
拶
を

交
わ
し
ま
し
ょ
う
。

ね
ぎ
ら
い

介
護
を
し
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
ね
ぎ
ら
い
ま

し
ょ
う
。

見
守
り

「
新
聞
が
何
日
も
た
ま
っ
て
い
る
」「
夜
に
な
っ
て
も
明

り
が
つ
か
な
い
」
な
ど
、
何
か
気
が
か
り
な
こ
と
を
感
じ
た

ら
、
早
め
に
左
記
ま
で
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

●
悩
ん
だ
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

長
浜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
7
６
５
‐
７
８
４
１
）

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
7
８
５
‐
３
１
１
５
）
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皆さん、こんにちは！
今回はブラジルのタピオカ料理を紹介します。
「タピオカ」と聞くと、飲み物などに入っている

丸い粒のような物を思い浮かべませんか。ブラジル
ではタピオカは全く違う形で食べられています。
ブラジルでいうタピオカは、キャッサバの根茎か

ら採ったデンプン（タピオカ粉）で作った料理のこ
とです。
タピオカはフライパンを使ってクレープのような

生地をつくり、好みの甘い味(ココナッツと練乳、シ
ナモンを振ったバナナ、苺にチョコレートなど)や塩
味(干し牛肉のほぐし身とチーズの組み合わせ、クリ
ームチーズ、えびソテーなど)の具をのせて挟みます。
タピオカ料理はブラジルの北東地方で生まれ、先住

民が普段食べていた料理です。北東地方の街中や海
岸通りでは、タピオカを販売している屋台やキオス
クがたくさんあります。最初は家庭料理のようなも
のでしたが、最近ではブラジルの南東地方や南地方
にも広がり、高級レストランでも提供し始めました。
日本でもタピオカ粉が売られています。初めて作る
人は、粉が生地になる様子に驚きます。皆さんも、
もちもち・ぷにぷにした食感を一度お試しください。

長浜市国際交流員

ソランジェ

『ブラジルのタピオカはクレープ？』

■問市民協働推進課（7６５－８７１１）

☆ワンポイントポルトガル語講座☆

Nordeste
ノ ル デ ス チ

→ 北東　「des
デ

」を強く発音

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
チ
ー
ズ

の
組
み
合
わ
せ
味

▲

奥
琵
琶
湖
、
葛
籠
尾
崎
の
西
側
に
広
が

る
西
浅
井
町
菅
浦
の
湖
岸
集
落
景
観
が
、

10
月
６
日
に
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
菅
浦

の
動
向
を
伝
え
る
『
菅
浦
文
書
』
に
よ
る

と
、
永
仁
３
年
（
１
２
９
５
）、
菅
浦
は

集
落
北
東
に
位
置
す
る
日
指
・
諸
河
の
田

畑
を
菅
浦
領
と
主
張
し
、
以
降
１
５
０
年

余
り
に
わ
た
り
、
同
じ
く
領
有
権
を
主
張

す
る
大
浦
と
争
い
ま
し
た
。
菅
浦
に
お
い

て
、
す
で
に
こ
の
頃
に
は
共
同
体
と
し
て

中
世
の
自
治
を
象
徴
す
る
「
惣
」
の
結
合

が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
貞
和

２
年
（
１
３
４
６
）
の
『
菅
浦
庄
惣
村
置

文
』
な
ど
か
ら
分
か
り
ま
す
。
中
世
以
来

の
自
治
意
識
や
そ
れ
を
支
え
た
自
治
組
織

が
、
緩
や
か
に
変
容
し
な
が
ら
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
菅
浦
領
と
な
っ
た
日

指
・
諸
河
の
棚
田
は
、
湖
岸
に
耕
作
地
を

広
げ
つ
つ
、
現
在
も
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅
浦
で
は
、
台
風
な
ど
に
よ
る
越
波
を

防
ぐ
た
め
、
近
く
で
産
出
す
る
砂
岩
ま
た

は
チ
ャ
ー
ト
質
の
石
材
を
用
い
て
、
湖
岸

お
よ
び
屋
敷
地
前
面
に
石
垣
を
構
築
し
て

い
ま
す
。
湖
岸
の
礫
浜
か
ら
屋
敷
地
前
面

の
ハ
マ
ミ
チ
に
至
る
空
間
は
ハ
マ
と
呼
ば

れ
、
生
活
・
生
業
を
営
む
上
で
多
面
的
な

機
能
を
果
た
し
ま
し
た
。
菅
浦
は
平
地
に

乏
し
い
た
め
、
集
落
背
後
の
山
林
を
積
極

的
に
活
用
し
、
近
世
に
は
ア
ブ
ラ
ギ
リ

（
油
桐
）
を
栽
培
。
燈
火
用
ま
た
は
油
紙

な
ど
の
塗
料
用
油
の
原
料
と
な
る
「
油
実
」

を
産
し
た
ほ
か
、
比
較
的
温
暖
な
気
候
を

生
か
し
、
枇
杷

び

わ

や
柑
橘
類
を
栽
培
し
、
近

代
に
は
桑
・
タ
バ
コ
の
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
菅
浦
地
先
の

湖
面
に
は
、
琵
琶
湖
の
伝
統
的
な
定
置
網

漁
法
で
あ
る

が
設
置
さ
れ
、
特
に
放
流

用
ア
ユ
種
苗
が
高
値
で
取
引
き
さ
れ
た
昭

和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
、
湖
底
が
深
く

沈
降
す
る
菅
浦
に
お
い
て
も
漁
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
菅
浦
の
湖
岸
集
落
景
観

は
、
奥
琵
琶
湖
の
急
峻
な
地
形
に
お
け
る

生
活
・
生
業
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
独
特

の
集
落
構
造
を
示
す
景
観
地
で
、
中
世
の

惣
村
に
遡
る
強
固
な
共
同
体
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。『
菅
浦
文
書
』
等

に
よ
り
、
集
落
構
造
お
よ
び
共
同
体
の
在

り
方
を
歴
史
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
希

有
な
事
例
で
あ
り
、
国
民
の
生
活
・
生
業

を
理
解
す
る
た
め
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

菅
浦
自
治
会
で
は
、
菅
浦
の
歴
史
文
化

の
継
承
と
文
化
的
景
観
の
保
全
に
住
民
が

主
体
と
な
り
継
承
す
る
組
織
と
し
て
『
菅

浦
「
惣
村
」
の
会
』
を
発
足
し
、
菅
浦
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

■問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（
7
６
４-

０
３
９
５
）

シリーズ○
 43

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、446件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成26年４月１日現在

国指定重要文化的景観

「菅浦の湖岸集落景観」
指定年月日　平成26年10月６日選定

▲須賀の春祭り(毎年４月の第１土日に開催)

▲ハマミチと石垣

え
り

平成27年「新成人を祝うつどい」を開催します
■問生涯学習・文化スポーツ課(7６５―６５５２)

【と　き】

平成27年１月11日(日)
13時～14時30分　受付12時30分～

【ところ】市内３会場で実施します。

●長浜会場：長浜ロイヤルホテル(大島町)

長浜・浅井・びわ地域の人

●東浅井会場：虎姫文化ホール(宮部町)

虎姫・湖北地域の人

●伊香会場：木之本スティックホール(木之本町木之本)

木之本・高月・余呉・西浅井地域の人

【対象者】平成６年４月２日～平成７年４月１日に生ま

れた、市内在住もしくは長浜市出身の人

◇市内に住所のある人には、11月中旬に案内状を発送

する予定です。進学や就職などで市外に住民票を異

動している人も出席することができます。出席を希

望する人は、右記まで電話でお知らせください。

問合せ・申込み先
●長浜会場
生涯学習・文化スポーツ課(7６５－６５５２)

●東浅井会場
虎姫支所(7７３－３００１)

●伊香会場
北部振興局地域振興課(7８２－５９００)



楽しい音楽にあわせて、 
 元気いっぱい体を動かしてみませんか 
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記事広告

福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお立ち寄りください。
【と　き】11月13日(木)

13時30分～16時
【ところ】公立木之本公民館

(木之本町木之本)
■問湖北介護・福祉人材センター
(7６４－５１２５)

視覚にしょうがいのある人が集まっ
て、悩みや不安を語り合い、相互に
サポートしあうサロンです。
【と　き】11月13日(木)

10時30分～14時45分
【ところ】県立視覚障害者センター

(彦根市松原１丁目)
【対　象】視覚に障害がある人
【スタッフ】田尻みどり氏ほか
【申込み】11月６日(木)までに電話で

下記まで
■問･申県立視覚障害者センター 丸本
(7０７４９－２２－７９０１)

【と　き】11月16日(日)13時～16時
【ところ】余呉文化ホール

(余呉町中之郷)
※無料・予約不要
■問滋賀県司法書士青年会事務局東出
(7０７７－５３２－３８７７)

所得税・相続税などの税全般に関す
る相談を税理士が無料で受け付けま
す。(秘密厳守)
【と　き】11月18日(火)、12月16日(火) 

１月20日(火)、２月17日(火)
13時30分～16時30分

【ところ】市役所東別館(八幡東町)
【定　員】各日６人

(先着順・事前予約可)
■問･申税務課(7６５－６５２４)

【と　き】11月19日(水)10時～12時
【ところ】長浜市社会福祉協議会

長浜センター(高田町)
【定　員】20人程度(先着順)

【対　象】成年後見受任者(第三者後
見人、親族後見人)

【内　容】司法書士から死後(終了)事
務についての情報提供、意
見交換会

【申込み】11月14日(金)までに電話
で下記まで。

■問･申長浜市成年後見・権利擁護セン
ター〈長浜市社会福祉協議会〉

・長浜センター(7６２－１８０４)
・木之本センター(7８２－５４１９)

【と　き】11月23日(日)９時～12時
【ところ】虎姫文化ホール(宮部町)
※無料・予約不要
■問長浜市成年後見・権利擁護センタ
ー〈長浜市社会福祉協議会〉

・長浜センター(7６２－１８０４)
・木之本センター(7８２－５４１９)

◆福祉のお仕事探し出張相談

◆視覚障害者相互支援ピアトーク
◆成年後見相談会

◆近畿税理士会長浜支部
税の無料相談

◆成年後見人情報交換会

◆滋賀県司法書士青年会
巡回無料法律相談会

不用品交換情報　(10月９日現在)
ください（無料）
○自転車（大人用・婦人用）○掃除機○
洗濯機（二槽式・全自動）○炊飯器（５
合炊き限定）○室内用車椅子○ベータビ
デオのデッキ○レコードプレーヤー○電
気こたつ○小型食器棚○フォークギター
○電動リクライニングベッド○ワープロ
○二口ガスコンロ

ゆずってください（有料）
○洗濯機（全自動）

あげます（無料）
○ベビーだんす○自転車（男子用）○下
駄箱○学生服（北中女子、１７０Ａ）○
小型冷蔵庫○ベビーベッド○蒸し器○植
木鉢○電気毛布○テレビデオ

ゆずります（有料）
○自転車（大人用・男子用）○スノータ
イヤ○プリンター

※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、両者の話合いで決
定していただきます。

■問環境保全課(7６５－６５１３)

11月の税・料

市県民税　　　　　　　　　　　３期　
国民健康保険料　　　　　　　　６期
介護保険料　　　　　　　　　　６期　
後期高齢者医療保険料　　　　　５期

相　談

【診療日】11月２日、３日、９日、
16日、23日、24日、30日
12月７日、14日、21日、
23日、28日、30日、31日

【診療時間】９時～18時
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】湖北医療サポートセンター

「メディサポ」内(宮司町
1181－2)

【診療科】内科、小児科
【電話番号】６５－１５２５
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れなく。
※電話番号はお間違えのないようご注
意ください。

■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
11・12月の診療日のお知らせ

【と　き】11月４日(火)10時～14時
11月15日(土)12時～16時
12月２日(火)10時～14時

【ところ】市民交流センター和室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7６５－６５５６　専用ダイヤル)
土日：市民交流センター
(7６５－３３６６)

女性の悩み相談(要予約)

【長浜地域】11月27日(木)18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】11月28日(金)17時～19時
七尾公民館（佐野町）

【びわ地域】11月28日(金)19時30分～21時
びわ公民館（難波町）

【虎姫地域】11月28日(金)18時～20時
虎姫時遊館（三川町）

【湖北地域】11月15日(土)18時～20時
湖北福祉ステーション・高齢
者福祉センター（湖北町速水）

【高月地域】11月12日(水)13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】11月20日(木)15時～17時
公立木之本公民館（北部振興局内）

【余呉地域】11月22日(土)10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】11月19日(水)13時～15時
西浅井公民館（西浅井支所内）

■問社会福祉課(7６５－６５３６)
市ホームページ「結婚支援」で検索
またはQRコード

※いずれの会場も提供でき
る情報は同じです。

結婚相談

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、講座・教室・
イベントの情報をお届けします！

たんぽぽクリスマス会 あいあいクリスマス会 のびのびクリスマス会 わくわくクリスマス会

12月２日(火) 
長浜南小、南郷里小、北郷里小、
浅井・湖北地域
12月４日(木) 
神照小、長浜北小、びわ・虎姫地域
12月５日(金)
長浜小、高月・木之本・
余呉・西浅井地域

市民交流センター
(地福寺町)

240組(各80組)

サンサンランド(地福寺町)
7６２－３７１２

あいあいらんど
7８５－５５７７

のびのびらんど
7７２－８１７７

こどもらんど
7７４－４５６７

あいあいらんど
(高月町渡岸寺)

120組(各40組)

のびのびらんど
(八木浜町)

60組(各30組)

こどもらんど
(佐野町)

60組(各30組)

12月２日(火)

12月３日(水)

12月４日(木)

10時～11時30分(受付９時40分)

市内在住、１歳以上(12月１日現在)の未就園のお子さんと家族

子ども１人200円(当日払い)

11月14日(金)受付開始。定員になり次第締め切ります。

直接または電話で、①参加親子の氏名②住所③お子さんの年齢④電話番号をお知らせください。
※いずれか１か所に申込みください。

12月４日(木)

12月５日(金)

12月３日(水)

１歳～２歳５か月

12月４日(木)

２歳６か月以上

開 催 日

時 　 間

場 　 所

定 　 員

対 象 者

参 加 費

申込受付

申 込 先

子育て 
支援 
センター みんなでサンタさんと遊んで、楽しいひとときを過ごしましょう！ 

プレゼントももらえるよ！ 

【と　き】11月22日～12月20日
毎週土曜日(全５回)10時～11時

【ところ】浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
【対　象】市内在住の５～６歳の未就学児
【内　容】音楽体操、リズムあそび、鉄棒、

跳び箱、マットなど

【定　員】20人(先着順)
【参加費】3,600円(全５回)

【申込み】11月４日(火)から受付開始。
受講料を添えて下記まで(電話予約可)。

■問･申浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター(7７４－３３５５)
※定員になり次第締め切ります。

■自己都合でキャンセルの場合、受講料は原則とし

てお返しできません。

■定員に満たない場合は、開催しないこともありま

す(この場合、受講料は返金します)。



家族、高齢者介護の関係者など興味
のある人はどなたでも参加できます。
【と　き】11月15日(土)

13時30分～16時30分
【ところ】彦根市障害者福祉センター

(平田町)
※要約筆記や電気誘導ループを用意
しています。

■問滋賀県立聴覚障害者センター
(7０７７－５６１－６１１１)

【と　き】11月20日(木)・21日(金) 
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【受講料】5,000円
【定　員】100人(先着順)
【申込み】受講料を添えて最寄りの消

防署または分署まで直接。
※申込書は各受付場所にあります(湖
北地域消防本部のホームページか
らもダウンロード可)
■問･申湖北地域消防本部予防課
(7６２－５１９４)

果物入れを作ります。初心者向けです。
【と　き】11月22日(土)13時30分～
【ところ】浅井歴史民俗資料館(大依町)
【講　師】あざい歴史の会 中川与一氏
【定　員】15人(先着順)
【参加費】１人500円
【申込み】電話で下記まで。
【持ち物】軍手
■問･申浅井歴史民俗資料館
(7７４－０１０１)

【と　き】12月２日(火)14時～16時
【ところ】北郷里公民館(東上坂町)
【定　員】10人(定員を超えた場合抽選)

※初めての人優先
【対　象】長浜または米原市在住の人
【負担金】1,000円(当日払い。材料

費・保険料含む)
【持ち物】エプロン・三角巾・出刃包

丁・刺身包丁・まな板・タ
ッパー・ふきん(数枚)

【申込み】11月１日(土)～18日(火)16
時までに電話またはメール
で下記まで。

※水曜・祝日休み
■問･申長浜地方卸売市場
(7６３－４０００
nagasijo@mx.bw.dream.jp）

31 広報ながはま　2014年11月 広報ながはま　2014年11月 30

有料広告欄

11月は「労働保険適用促進強化月間」
です。労働者(パート及びアルバイト
含む)を１人でも雇用する事業主は、
業種や規模の大小にかかわらず、労
働保険に加入することとなっていま
す(農林水産の一部の事業は除く)。
労働保険加入の手続きがまだの事業
主は、最寄りの労働基準監督署・ハ
ローワーク(公共職業安定所)で手続
きをしてください。
■問彦根労働基準監督署
(7０７４９－２２－０６５４)
ハローワーク長浜(7６２－２０３０)

【と　き】11月６日(木)～30日(日)
９時～17時

※月曜日、第１・３日曜日、祝日は休館
【ところ】西浅井公民館 市民交流フ

ロア「ぶらっと」(西浅井
町大浦)

■問西浅井地区地域づくり協議会
(7８９－１１２５)

戦没者の慰霊と世界平和を祈念する
ため、平和祈念式典を開催します。
【と　き】11月８日(土)９時30分～
【ところ】湖北文化ホール(湖北町速水)
【内　容】式典、戦跡訪問事業参加者

感想文発表、合唱など
【定　員】250人※申込不要
■問長浜市平和祈念式典実行委員会事務
局〈総務課内〉(7６５－６５０３)

地元産の新米や採れたての野菜や山
菜、特産品などを取りそろえた大テ

ント村や模擬店が立ち並びます。ま
た鏡岡中学生が特産品販売などのイ
ベント運営に協力していますので、
ぜひお越しください。
【と　き】11月８日(土)10時～15時
【ところ】余呉湖観光館前

(余呉町下余呉)
【内　容】外来魚駆除釣り体験、ロー

ドトレイン、ステージイベ
ント、余呉湖ハイキング、
豪華景品付もちまきなど

■問余呉湖まつり実行委員会
(7８６－３０９０)

【と　き】11月８日(土)11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場(田村町)
【内　容】特売セール、福引抽選会、う

どん・そば・おにぎり・いな
り寿司、青果・鮮魚販売コー
ナー

■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００) 

時代物、世話物のヒロインの姿を装
束等多方面から追う。近世の風俗を
描いた名品彦根図屏風を画材とした
壺も登場。
【と　き】11月10日(月)～12月14日

(日)９時～17時(入館は16
時30分まで)※会期中無休

【ところ】曳山博物館(元浜町)
【入館料】大人600円・小中学生300円
※長浜・米原両市の小中学生は無料
■問曳山博物館(7６５－３３００)

「My faith～自分の信念～」をテーマ
に滋賀県調理短期大学校の学生らの
作品約50点を展示。特製カレー(500
円)や調理デモンストレーションもあ
ります。
【と　き】11月12日(水)10時～16時

【ところ】滋賀県調理短期大学校
(分木町)

■問滋賀県調理短期大学校
(7６２－０７９５)

【と　き】11月13日(木)10時～15時
【ところ】長浜ロイヤルホテル(大島町)
【テーマ】女性と女児に輝く未来を
【内　容】会員持ち寄り品バザー(雑貨・

衣類・アクセサリー・バッ
グ・ネクタイ等)、協賛店販
売(雑貨・衣類・食料品等)

【入場料】500円(飲み物券付)
※チケットは会員と下村印刷所で販
売中。

■問 国際ソロプチミスト長浜　下村
(7０９０－１４４０－９５７９)

糖尿病に関心のある人は、お気軽に相
談にお越しください。
【と　き】11月14日(金)

10時～13時30分
【ところ】市立長浜病院(大戌亥町)
【対　象】糖尿病に関心のある人(申込

不要)
【内　容】血糖値、血圧、体重、体脂

肪の測定。医師などによる
糖尿病相談

【相談料】無料
■問市立長浜病院内科外来または６階
東病棟(7６８－２３００)

湖北への移住や田舎暮らしについて
の情報満載のイベントです。地元の
魅力を伝える「木之本ゆっくりまち
歩き」、伝統スイーツ「でっちようか
ん」づくりも行います。
【と　き】11月16日(日)10時～16時
【ところ】ＪＲ木ノ本駅、北国街道木

之本宿周辺
■問･申フェスタ事務局(7５０－１０１９)

山田健氏による基調講演のあと、山
門水源の森を歩きながら観察ツアー
を行います。
【と　き】11月16日(日)

10時～16時30分
※小雨決行

【集合場所】西浅井公民館(西浅井町大浦)
【定　員】100人(先着順)
【申込み】11月７日(金)までに電話で

下記まで。
※小学生以下は保護者同伴
※動きやすい服装、弁当・水筒持参
■問･申 (有)西浅井総合サービス
(7８９－０２８１)

歌のおねえさんたちによる、コンサ
ートやミニミュージカル。
【と　き】11月21日(金)10時～11時
【ところ】湖北文化ホール(湖北町速水)
【入場料】子ども(１～15才)200円

大人300円
※下記にてチケット発売中。
■問湖北公民館(湖北町速水)
※水・祝休館(7７８－１２８７)

【と　き】11月22日(土)９時～12時
【ところ】長浜農業高等学校(名越町)
【販売内容】牛肉・堆肥・草花・米・野

菜・カキ・肉加工品・おに
ぎり・パン・ジャム等加工
品・ハボタン・花苗・木工
品・竹細工など

■問長浜農業高等学校(7６２－０８７６)

【と　き】11月23日(日)
10時30分～14時30分

【ところ】長浜バイオ大学(田村町)
【内　容】基調講演(京都華頂大学教授

堀越昌子氏)、パネルディ
スカッション、地産物試食
会・交流会、直売

【定　員】70人(先着順)
【参加費】2,500円
【申込み】氏名・住所・電話番号を記

入し、FAXまたはメールで
下記まで。

■問･申よばれやんせ湖北実行委員会
7０９０－４１１４－３２３９
5８６－３８９０
oubo.event@gmail.com

【と　き】11月23日(日・祝)
８時45分から受付

【集合場所】五先賢の館(北野町)
【対　象】小学生以上(３年生以下は保

護者同伴)
【定　員】70人(先着順)
【参加費】500円(小中学生無料)
【申込み】11月20日(木)までに①氏

名②住所③電話番号を下記
のいずれかで。

【持ち物】登山の服装、帽子、履き慣れ
た靴、水筒、弁当、雨具、タ
オル、杖、懐中電灯、救急薬

■問･申五先賢の館
(7７４－０５６０5７４－０９１０
gosenken@zd.ztv.ne.jp)

朗読発表や講演(京都橘大学教授　明
定義人氏)、会場展示。冨田人形の浄
瑠璃披露もあります。
【と　き】11月29日(土)13時～
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
■問健康推進課(7６５－７７５９)

聞こえについて悩みを持つ人やその

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（7６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば 

◆西浅井書遊クラブ作品展

◆きゃんせ土曜市

◆曳山博物館　特別展
「歌舞伎に登場する女性たち」

◆第23回料理展示会

◆余呉湖まつり

◆平和祈念式典

◆労働保険に加入しましょう

◆第13回チャリティーバザー

◆きこえの福祉講座

◆竹かご作り教室

◆魚のさばき方教室

◆一日回峰行

◆ジーバーぽこぽこ10周年お話会

◆甲種防火管理(新規)講習会

◆歌はともだちコンサート

◆秋の農産物販売会

◆よばれやんせ湖北
生産者・消費者交流会

◆11月14日は「世界糖尿病デー」

◆湖北田舎暮らしフェスタ2014

◆山門水源の森　現地交流会
『人と自然が生み出す生物多様性の森』お知らせ

催　し

講座・教室

Eメール 

Eメール 

Eメール 

5,000



まちの

人口
平成26年10月１日現在 人口　121,965人　　　男　59,624人　　　女　62,341人　　　世帯数　44,506世帯

平成26年９月中の異動 転入　218人　　　転出　233人　　　出生 96人　　　死亡 103人　　　婚姻　33件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報室（7６５－６５０４）まで申込みください。
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「母親から広告チラシをもらい、裏面に
夢中になって絵を描いていました。友達と
遊ぶよりも絵を描くことの方がずっと好き
でした」。物心ついたときから絵を描くこと
が大好きだったと話すのは、チョークアー
ティストの谷田由紀子さん。
チョークアートとは、特殊な黒板に「オ

イルパステル」という画材を使って指先で
絵や文字を立体的に描く看板アートの手法
です。料理や食材、動物などを色鮮やかに
描き、カフェやレストランのメニューボー
ド等に使われます。
谷田さんのチョークアートとの出会いは

2004年。たまたま見ていたテレビで、吸
い込まれるような衝撃を受けたのがチョー
クアートで、日本の第一人者「熊沢加奈子」
さんの作品でした。「カラフルな色彩や動物

の絵など、幼少の頃から大好きで描きたか
った絵のイメージが、熊沢さんの作品によ
り湧き出てきた感じで、ひと目惚れでした」
と当時を振り返りました。
以来、チョークアートを描き続け、時に

は没頭しすぎて指の皮がめくれたことも。
「チョークアートの魅力は、例えば料理を描
くとき、パスタソースの照りや湯気、チー
ズがとろける感じなどシズル感がリアルに
出せること。また、ただ描くだけでなく、
思い出や大切な瞬間を心を込めて描いてプ
レゼントできたり、看板やウェルカムボー
ドとして実用性があり、描いて楽しい、貰
って嬉しいことです。今後はパスタ屋さん
やパン屋さんの看板も描いてみたいですね」
と、魅力と抱負を話しました。
そして、チョークアートが縁で、幼少か

ら憧れていた「アート・イン・ナガハマ」
に３年前から参加し、さらにスタッフとし
てもイベント企画に携われるようになった
そうです。今年は、作家とアート体験がで
きる目玉企画「アインカーニバル」のプロ
デューサーとして、作家選びや運営、キャ
ラクターをデザインするなどすっかり中核
メンバーとして大活躍。
このように、地域に貢献している谷田さ

んですが、「地域貢献だなんてとんでもない。
私は子どもの頃から心躍らせながら夢中で
絵を描いてきました。ただ、純粋に絵を描
くことが大好きなだけなんです。その想い
が結果として生まれ育った長浜のお役に立
っていればうれしいことですね」。アートに
触れていることが一番幸せな様子の谷田さ
んでした。

植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。
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